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温 泉 医 学 部 門
温泉に関する題目 (講演)
1 大島良雄‥三朝温泉の過酸化水素分解作用 第11回目温気会 昭21.4
2 森永 寛:三朝温泉飲用の利尿に及ぼす影響 第11回日湿気会 昭21.4
3 森永 寛‥放射能泉の飲用に就いて 第1回目内会中国四国地方会 昭21.12
4 森永 凪 夕闇 正純:放射能泉入浴と生体の酸化還元機転 第12回日温気会 昭22.4
5 森永 fE:放射能泉と細胞の透過性 第12回日限気会 田22.4
6 大畠良雄:三朝温泉の2,3の化学成分の変化 第12回日温気会 田22.4
7 大畠良雄:放射能泉と三朝温泉 第57回岡山医学会 昭22.6
8 外囲正純:酸性綬ぽん泉 (藤野鉱泉)の飲用について
第2回日内会中国四国地方会 昭22.10
9 大畠良雄‥放射能泉の飲用と入浴について 第13回目温気会絵会 昭23.4
10 夕掴 正純,森永 寛‥中国地方の緑ぽん泉に関する研究 (第1報)藤野鉱泉飲用の貧血恢
復作用
11 大島良雄:三朝温泉の地下水並びに地表水のラドン含有量
12 横田 浩:放射能泉入浴の胃液酸度に及ぼす影響
13 森永 蓋:放射能泉と尿酸代謝
14 森永 蒐:放射能泉の血糖に及ぼす効果
15 外囲正純:鉱泉飲用による貧血恢復曲線
第13回目湿気会総会 昭23.4
第1回温泉科学会 昭23.5
第1回温泉科学会 昭23.5
第1回温泉科学会 昭23.5
第58回岡山医学会絵会 昭23.6
第58回岡山医学会総会 昭23.6
16 大島良雄:トロン泉の医学的研究 (第1報)トロン泉入浴と皮下結合組織の生染度
第14回目温気会総会 昭24.4
17 大島良雄:放射能泉入浴后皮膚の放射能 第14回目温気会総会 昭24.4
18 森永 寛:頻回温泉浴の血液カタラーゼに及ぼす影響 第14回日温気会総会 昭24.4
19 森永 寛,列園正純:中国地方の縁ぽん泉に関する研究 (第2報)豊川鉱泉並びに三石鉱
泉飲用成績
20 大島良雄:トリウム系放射能泉に就いて
21 苫田作衛:温泉の別出腸管に及ぼす作用
22 森永 卦 放射能泉飲用の過血糖抑制作用 (第2報)
23 大畠良雄:粟野岳温泉の放射能
24 芦沢 唆:酸性縁ぽん泉の医化学的研究
25 森永 寛:白浜温泉の食餌性過血糖に及ぼす影響
26 大島良雄:トロン泉の医学的研究 (第2報)
27 小野田進:放射能泉入浴と皮膚温
第14回日温気会総会 昭24.4
第59回岡山医学会総会 昭24.6
第59回岡山医学会絵会 昭24.6
第2回温泉科学会 昭24.8
第3回温泉科学会 田25.4
第3回温泉科学会 昭25.4
第3回温泉科学会 昭25.4
第15回日温気会総会 昭25.6
第15回目温気会総会 旧25.6
28 青田作衛,芦沢 唆:温泉水の弗素含有量と斑状歯並びに甲状腺艦との関係
第15回E1温気会総会 昭25.6
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29 森永 寛:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 (第3報)藤野鉱泉飲用の胃液酸度に及ぼす
影響 第15同日温気会総会 昭25.6
30 青田作衛:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 /第4報)酸性明ぽん縁ぽん泉の別出腸管に
及ぼす作用 第15回目温気会総会 昭25.6
31 大島良雄:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 (第5報)酸性明ぽん縁ぽん泉と皮膚膜電位
差 第15回日温気会総会 昭25.6
32 列園正純:放射能泉入浴と酸化還元機転 (第2報) 第60回岡山医学会総会 昭25.6
33 田中良憲,丹下習司:三朝温泉地万民の月経について 第60回岡山医学会総会 昭25.6
34 横田 浩,岡本公戸,仲原泰博:手術后の恢複に及ぼす早期離床並びに温泉浴の影響
第51回目列会総会 昭26.4
35 田中良憲,丹下曹司:温泉浴の月経及び妊娠に及ぼすiJn響 第16回目温気会総会 昭26･4
36 田中良憲:温泉浴のラッチ性周期に及ぼす諾響 第16回目温気会総会 昭26.4
37 大島良雄:酸性緑ぽん泉の触媒作用と生物学的作用 第4回温泉斜学会 昭26.4
38 大畠良雄:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 (7)縁ぽん泉の酸化還元酵素作用に及ぼす
影響 第16回目温気会総会 昭26.4
39 外園正純:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 (8＼縁ぽん泉飲用と血液カタラーゼ並びに
沃度酸値 第16回目温気会総会 昭26･4
40 外園正純:中国地方の緑ぽん泉に関する研究 :9)棚原温泉飲用の胃液酸度並びに貧血恢
復に及ぼす影響 第16回目温気会総会 昭26･4
41 外囲正純:放射能泉入浴の臓器ビタミンC含有量に及ぼす影響
第16回目温気会総会昭26.4
42 小野田進:温泉入浴の影響の季節による差異 (1＼ 第16回目温気会総会 昭26･4
43 大島良雄,御船政明:硫黄泉の掴漁について (2) 第61回岡山医学会総会 昭26･6
44 小野田進:温泉浴のレ線障掛 こ及ぼす影響 (予報) 第6岬日和J医学会総会 昭2616
45 大島良雄:入湯の作用機転 第6回目内会中国四国地方会 昭26･10
46 青田作衛:温泉の弗素含有量と斑状歯並びに甲状腺腫との関係
第6回目内会中国四国地方会 昭26.10
47 大島良雄,横田剛男:温泉浴によるヒスタミン感受性の変化
第17回目温気会総会 昭27.4
48 大島良雄:人工放射性同位元素による温泉作用の研究 (1)だ硝泉入浴について
第17同日温気会総会 昭27･4
49 列国正純:温泉浴の臓器ビタミンCに及ぼす影響 節17同日温気会総会 昭27･4
50 田中良憲:ラッテ性周期に及ぼす温泉浴の影響 (第2報)作用機序への考察
第17何日温気会総会 昭27.4
51 田中良憲,高取 禎:産婦人科領域に於ける温泉療法の経験 第17回目温気会総会 昭27･4
52 小野田進:放射能泉入浴の循環器に及ぼす影響 (第2報) 第17回目温気会総会 昭27･4
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53 田中良憲:生体家兎子宮運動に及ぼす温泉浴の影響 第17回日湿気会総会 昭27･4
54 横田剛男:人工放射性同位元素による温泉作用の研究 (2)浴水の性状が硫酸イオンの体
内進入に及ぼす影響 第62回岡山医学会総会 昭27･6
55 大島良雄:温泉の Indicedenutrition 第62回岡山医学会総会 昭27･6
56 大島良雄:硫酸塩泉の作用に及ぼす浴水の pH 及び食塩含有の影響
第5回温泉科学会 昭27.7
57 田中良憲,高取 禎:付属器炎,渥炎の温泉療法
第4回日産婦科会鳥取地方部会集談会 昭27.10
58 田中良憲:婦人性機能と温泉浴 第5回日産婦会中国四国連合地方会集談会 昭27･10
59 苫田作衛:放射能泉入浴の血中鉱質に及ぼす影響 第18回日温気会総会 昭28.4
60 大島良雄･'三朝,浜村,鳥取温泉飲用の実験的過血糖に及ぼす遵響
第18回日本温気会総会 昭28.4
61 田中良憲:ラッテ性周期に及ぼす温泉浴の影響 第18回目温気会総会 昭28.4
62 横田剛男,上田良雄:放射能泉及び硫酸イオン泉内用の胆汁分泌に及ぼす影響について
第18回目温気会総会 昭28.4
63 小野田進:温泉浴の放射線障碍に及ぼす影響 (第2報) 第18回目温気会総会 昭28.4
64 岡田俊郎.温泉による発癌防止の研究 (1)温泉地癌死亡率の統計的観察
第18回目温気会総会 昭28.4
65 横田剛勇:放射性同位元素による温泉作用の研究 (3) 第63回岡山医学会総会 昭28.6
66 森永 寛,岸田専蔵:鳥取県下2,3温泉の食餌性過血糖に及ぼす影響
第8回目内会中国四国地方会 昭28.10
67 岡田俊郎:温泉浴による発癌防止の研究 (2)発癌物質による実験的研究
第19回目温気会総会 昭29.4
68 横田剛男:硫酸イオン泉及び放射能泉飲用の血清 ChE に及ぼす影響
第19回日温気会総会 昭29.4
69 苫田作衛:温泉と結核性疾患に関する研究 (1)鳥取県中部地方温泉地学童についての調
査成績 第19回目温気会総会 昭29.4
70 田中良憲,岡田俊郎:婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察
第19回目温気会総会 昭29.4
71 岸田専蔵:放射能泉飲用と利尿 (続報) 第19回日温気会総会 昭29.4
72 森永 寛:放射能泉の実験的糖尿病に及ぼす影響 第19回目温気会総会 昭29.4
73 田中良憲,岡田俊郎:ラッテ性周期に及ぼす温泉浴の影響 (4)問脳内アセチルコリン様
物質の温泉浴による変動について
74 仲原泰博:肝血液循環時間に対する温泉浴の影響
75 涌谷卓伯:放射能泉浴と尿酸代謝 (続報)
76 森永 寛:放射能泉と実験的糖尿病 (2)
第19回目温気会総会 昭29.4
第20回目温気会総会 昭30.4
第20回目温気会総会 昭30.4
第20回目温気会総会 昭30.4
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77 山本泰久:放射能泉と鉄代謝 (第1報) 第20回目温気会総会 昭30.4
78 岡田俊郎:温泉浴による発癌防止の研究 (3)発癌物質による実験的研究
第20回目湿気会総会 昭30.4
79 田中良憲:ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影響 (5)三朝温泉浴による脳の Acetylcholin
代謝の変化について 節20回日温気会総会 昭30.4
80 田中良憲:産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の自覚症状推移について
第24回同大産婦人科教室同門会総会 昭30.5
81 松本欣之:血清コレステロ-ルと温泉浴 第10回月内会中国四国地方会 昭30.10
82 涌谷卓伯:放射能泉入浴と尿酸代謝 (続報) 第10回口内会中国四国地方会 昭30.10
83 泉 友囲:放射能泉入浴と血清無機燐及びアルカリフォスフアクーゼの変動
第65回岡山医学会総会 昭30.ll
84 仲原泰博:門跡循環時間に及ぼす温泉浴,冷水浴,開腹術の,影響
第16回山陰夕挿卜整形外科集談会 昭30.ll
85 桶谷卓伯.･温泉治療で良効のあった汎発性筆皮症の一例 第21回日温気会総会 昭31.4
86 松本欣之:血清コレステロールと温泉浴 節21回目温気会総会 昭31.4
87 仲原泰博:肝血行に及ぼす温泉浴の影響 第21回目温気会総会 昭31.4
88 泉 友田,森永 寛:放射能泉浴と血清無機燐及びアルカリフォスファクーゼの変動
第21回日温気会総会 昭31.4
89 田中良憲,岡田俊郎:産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察 (続報)
第21回日温気会総会 昭31.4
90 田中良憲,岡田俊郎:婦人の腰,下腹痛の温泉療法について
第21回目温気会総会 昭31.4
91 岡田俊郎:婦人科的腰,下腹痛の鉱泥療法 第25回岡大産婦人科教室同門会総会 昭31.4
92 長谷川安正:妊婦の肝機能と三朝温泉飲用 第25回岡大産婦人科教室同門会総会 昭31.4
93 仲原泰博:流血好酸球数の変動に及ぼす早期離床並びに温泉浴の影響
第17回山陰夕挿卜整形外科栗談会 昭31.7
94 仲原泰博:肝静腺血の性状に及ぼす温泉浴の影響
第17回山陰夕挿r整形列科集談会 昭31.7
95 松本欣之:放射能泉浴とコレステリン代謝 (その2)
第11回目内会中国四国地方会 昭31.10
96 森永 寛:我々の病院で行っている水治療法について
第11回口内会中国四国地方会 昭31.10
97 森永 寛:温泉療法 第3回岡山リウマチ講演会 昭31.12
98 森永 寛:人形峠粘土の医学的応用 (第1報) 第66回岡山医学会総会 昭32.2
99 森永 寛:泥土の医学的研究 (第1報)人形峠粘土の医学的応用
第22回目温気会総会 昭32.4
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100 森永 寛,松本欣之,山本泰久:三朝温泉に於ける湯治概況調査 (第1報)
第22回日温気会絵会 昭32.4
101 森永 寛,松木欣之:温泉治療と臨林諸検査成績 第22同日温気会総会 昭32.4
102 仲原泰博:肝静腺の性状に及ぼす温泉浴の影響 第22回Fl温気会総会 ｢17132･4
103 石僑丸応:温泉俗と血清蛋白並びに血清リポ蛋白の変動 (予報)
第22回日温気会総会 昭32.4
104 山本泰久:温泉浴と血清鉄の変動 第22回目温気会総会 昭32･4
105 石井 抽:婦人科慢性炎症の温泉療法に関する研究 (第1報)実験的腹腔内異物性炎症
浴と温泉 第22回□温気会総会 昭32･4
106 岡田俊郎:婦人科的慢性炎症の温泉療法に関する研究 (第2報)実験的腹腔内異物性炎
症と鉱泥浴 第22回目温気会総会 昭32.4
107 田中良憲,長谷川安JT=:ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影響 (第5幸艮)
第22回口温気会総会 昭32.4
108 松本欣之:温泉浴とコレステロ-ル代謝 (2) 第22回口温気会総会 昭32･4
109 仲原泰博:肝静詠の性状に及ぼす温泉浴の,影響
第19回山陰列華1整形夕挿斗果談会 旧32.6
第32回中国四国夕挿斗会 昭32.7
110 泉 友田:血清無機燐及びア)I/カ1)性フォスフ7タ-ゼに及ぼす温泉俗の影響
第32回中国四国列科会 昭32.7
111 田中良憲,石井 11,岡El]俊郎,長谷川安正:婦人科領域における温泉療法の研究
第8回日産婦人科会総会 昭32.6
112 松本欣之:温泉浴と血圧 第12回目内会中国四国地方会 閑32.10
113 森永 寛,松本欣之:蒸し浴の生体に及ぼす影響 第23回日温気会総会 昭33.5
114 山本泰久:温泉と鉄代謝 (その3) 第23回目温気会総会 昭33.5
115 石橋丸応:温泉医学領域に於ける滅紙分析法の研究 (1)血清鉄の渡紙電気泳動並びに娼
紙クロマトグラフィー 第23回目視気会絶会 臓33.5
116 石橋丸応:温泉医学領域に於ける滅紙分析法の研究 (2)血液コバルトの新定量法
第23回口温気会総会 昭33.5
117 松本欣之:放射能泉浴とコレステロ-ル代謝 (その3) 第23回日温気会総会 旧33.5
118 山本泰久,松本欣之:放射能泉浴と血圧 第23回日温気会総会 昭33.5
第55回目内会講演会 昭33.5
119 松本欣之:温泉治療効果の遠隔調査成績 第13回目内会中国四国地方会 昭33.10
120 森永 寛,松本欣之,山本泰久,石橋丸応:温泉の治療効果に関する研究 (1)
121 森永 寛:日本の放射能泉について
国際温泉気候学会 (伊,ラッコ･アメノ温泉)昭33.10
122 森永 寛:高血圧の温泉療法 (シンポジウム) 第24回日温気会総会 旧34.4
123 山本泰久:温泉入浴と鉄代謝 (その4)
124 森永 寛:伊太利の泥土療法
125 松本欣之:温泉治療効果の遠隔調査成績
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第24回目湿気会総会 昭34.4
第24回目温気会総会 昭34.4
第24回目温気会総会 昭34.4
126 田中良憲,長谷川安正:噸性性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
第24回目温気会総会 昭34.4
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温泉に関する題目 (論文)
Ⅰ.三朝温泉療養所時代 (昭14-昭18)
1 岡崎泰裕:三朝温泉に於けるラドン含有量の変化
2 奥田浩三:温泉浴の創傷治癒に及ぼす影響
3 奥田浩三:創傷治癒の研究補遺
4 奥田浩三:植物の発芽並びに生長に及ぼす三朝温泉の長旨響
5 浅越嘉威,小原美夫:飲泉療法を行える痛風の1例
岡山医学会誌 52(7)昭15
岡山医雑誌 55(3)昭16
医学研究 15(12)間16
医学と生物学 15(12)昭16
岡山医雑誌 55(4)昭18
Ⅰ.放射能泉研究所時代 (昭18-昭26)
6 関 正次:鉱漬浴と泥炭浴によるマウスの皮下縁組系の変化 日温気誌 9(4)昭19
7 関 正次:縁組系に及ぼす温泉入浴の作用Ⅳ人工硫黄泉 日温気誌 10(2)昭19
8 関 正次:島根県池田鉱泉の泉水と鉱透の放射能 日温気誌 10(3)昭19
9 関 正次:三朝温泉の浴湯,枕湯及び浴湯上空気のラドン濃度 目温気誌 10(4)昭20
10 富永忠人:日光直射の皮下縁組系に及ぼす作用 日温気誌 9(4)昭19
11 富永忠人:温泉入浴が縁組系の生染と腎の色素排浬に及ぼす影響 日温気誌 10(1)昭19
12 富永忠人:シュフルマン現象と温泉入浴 日温気誌 10(1)昭19
13 山下 悟:マウスの皮下結合組織諸細胞のブラストゾ-メンとゴルデ-装置Ⅰ,別府明智
温泉鉱漆浴による変化 日温気誌 10(1)昭19
14 赤塚豪男:温泉水の静注による血液像の変化Ⅰ,有馬 ･大網 ･明馨 ･草津温泉水による実
験 (家兎にて) 日温気誌 10(3)昭19
15 日野真申:泥炭浴が二十日鼠の皮下縁組系に及ぼす作用 日温気誌 10(3)旧19
16 内田玄項:湯郷,福地,鬼ケ獄泉 (含硫化水素アルカリ性泉)入浴の白鼠皮下縁組系と血
液への作用
17 大島良雄:温泉の波紙反応
18 大島良雄:三朝温泉の過酸化水素分解作用
19 大島良雄:放射能泉と刺料の酸に対する抵抗
20 大島良雄:放射能泉と食菌作用
21 大島良雄:温泉の滅紙反応補遺
22 大島良雄:リウマチ性疾患の温泉療法
日温気誌 12(1)昭21
医学と生物学 9(6)昭21
日温気誌 12(2)昭21
医学と生物学 10(1)昭22
医学と生物学 10(1)昭22
医学と生物学 10(3)昭22
臨林内科小児科 2(3)昭22
23 横田 浩:放射能泉入浴の血液プロトロンビン凝固時間に及ぼす影響
日温気誌 13(2)昭22
24 日野真申:池田鉱泉 (重炭酸塩含有の放射能泉)の浴湯と飲泉のロイマと神経痛への効果
25 日野真申:池田放射能泉浴とケトエノール物質
日温気誌 13(4)昭23
日温気誌 14(2)旧23
43
26 大島良雄,森永 寛,外囲正純:湯あたりを起し易い状態 医学と生物学 13(3)昭23
27 横田 浩,渡辺孝三:三朝温泉水の静注が家兎の血液所見に及ぼす影響
日湿気誌 14(1)昭23
28 横田 浩:放射能泉浴の胃液酸度に及ぼす影響殊に胃切除患者に於ける観察
日温気誌 14(2)昭23
29 横田 浩:両棲類の体内よるのラドンの排浬に就いて
30 森永 男:放射能泉の飲用について
31 大島良雄:放射能泉に関する研究
32 大島良雄:放射能泉飲用の医学
33 大畠良雄:放射維泉の飲用と入浴について
34 大島良雄:温泉の効用
35 大島良雄:放射能泉の臨林的応用
36 大島良雄,川上 尚:血清高田反応と気温
大島良雄:放射能泉に関する研究 (9-19)
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
医学と生物学 12(2)昭23
放研報 (1)昭23
岡山医科大学紀要 1(1)昭24
東京医事新誌 66(8)昭24
日温気誌 14(4)昭24
岡山医学会誌 61(6.7)昭24
温泉文化 (12)昭24
医学と生物学 14(2)昭24
(9)三朝温泉の放射能その他
(10)三朝温泉の地下水並びに地表水の放射能
(ll)池田鉱泉,浜村温泉並びに関金温泉の放射能
(12)放射能泉飲用の血液カタラーゼに及ぼす影響
(13)放射能泉入浴によるラドンの吸収と排湛
(14)放射能泉入浴と血液像
(15)放射能泉入浴とプロトロンビン凝固時間
(16)放射能泉入浴と血清高田反応
(17)放射能泉入浴と赤血球沈降速度
(18)放射能泉入浴と血清補体量
(19)放射能泉と喰作用 放研報 (2)昭24
48 森永 寛:放射能泉に関する研究 (20)放射維泉入浴の血液カタラ-ゼに及ぼす彪響
放研報 (2)昭24
49 列園正純:放射能泉に関する研究 (21)放射能泉入浴の血清沃度酸値に及ぼす影響
放研報 (3)昭25
大島良雄:放射能泉に関する研究 (22-23)
50 (22) トロン泉入浴と皮下組織の生染度
51 (23)放射能泉入浴后皮膚の放射能 放研報 (3)昭25
52 森永 寛 :放射能泉に関する研究 (24)放射能泉飲用と食餌性過血糖,鉱泉老化による影
響 放研報 (3)昭25
53 大島良雄:放射能泉に関する研究 (25)トロン泉入浴と皮膚の色素還元能力
放研報 (3)昭25
44
54 森永 寛:白浜温泉飲用の食餌性過血糖に及ぼす影響 温泉科学 4(2)昭25
大島良雄:放射能泉に関する研究 (25-27)
55 (25)栗野岳温泉の放射能
56 (26)トロン泉入浴の白血球像に及ぼす影響
57 (27)モナザイト列用の医学的作用
58 小野田進:放射能泉に関する研究
放研報 (4)昭26
(28)放射能泉入浴の循環器に及ぼす影響 (第1報) 放研報 (4)昭26
59 大島良雄:温泉水と人体皮膚膜電位差 放研報 (4)昭26
Ⅱ.温泉研究所時代 (昭26-)
60 大島良雄:酸性縁ぽん泉の触媒作用と生物学的作用 温泉科学 4(3.4)昭26
大島良雄:縁ぽん泉に関する研究 (7-8)
61 (7)酸化還元酵素作用に及ぼす影響
62 (8)顧性縁ぽん泉飲用と血液カタラーゼ 岡大温研報 (5)昭26
63 森永 寛:放射能泉頻回入浴の血液カタラ-ゼに及ぼす影響 岡大温研報 (5)昭26
64 青田作衛:温泉のフッ素含有量と斑状歯並びに甲状腺腫との関係,吉岡温泉地帯学童につ
いての考察 岡大温研報 (5)昭26
65 大島良雄:入湯の作用機転 渋川医学 (2)暗26
66 森永 寛:縁ぽん泉に関する研究 (2)豊川鉱泉並びに三石鉱泉の飲用と食餌性過血糖
日温気誌 16(2)昭27
67 横田 浩,渡辺章三,岡本公戸:外科的疾患殊に癌愚者の血液有形成分に及ぼす温泉浴の
影響 日温気会誌 16(2)昭27
68 列園正純:中国地方の縁ぽん泉に関する研究 (9)緑ぽん泉飲用の貧血症に及ぼす影響
(続報)三石,豊川並に柵原鉱泉飲用成績 日温気会誌 16(3)昭27
69 夕帽司正純:中国地方の縁ぽん泉に関する研究 (1)縁ぽん泉飲用の貧血症に及ぼす影響
日温気会誌 16(3)昭27
70 御船政明,大島良雄:硫黄泉の白池について 目温気会誌 16(3)昭27
71 大島良雄:温泉浴の作用の季節による差違 血液カタラーゼにみられた変化
岡大温研報 (6)昭27
72 大島良雄,横田剛男:温泉浴によるヒスタミン感受性の変化 岡大温研報 (6)昭27
73 大島良雄:硫酸塩泉殊に亡LJi一硝泉入浴の作用機転に関する新しい知見
温泉科学 5(1)昭27
74 田中泉憲:産婦人科領域に於ける温泉療法 診療室 4(6)昭27
75 田中良憲:産婦人科領域に於ける温泉療法 臨林婦人科産科 6し11)昭27
76 大島良雄,横田剛男:人工放射性同位元素による温泉作用の研究 (1)だ硝泉入浴による
硫酸イオンの体内進入について 岡大温研報 (7)昭27
45
77 横田剛男:人工放射性同位元素による温泉作用の研究 (2)浴水の性状が硫酸イオンの体
内進入に及ぼす影響 同大温研報 二8二栢27
78 苫田作衛:温泉のフッ素含有量と斑状歯なならびに,甲状腺腫との関係
岡大温研報 (7)昭27
79 外囲正純:放射能泉入浴の酸化還元機転に及ぼす辞響 (Ⅰ)放射能泉入浴の血液グルタチ
オンに及ぼす影響 岡大温研托 (7ノ昭27
80 外園正純:放射能泉入浴の酸化還元機転に及ぼす影響 (皿)放射能泉入浴とビタミンC代
謝 岡大温研報 (7)昭27
81 岡本公声:術前后に於ける肝機能の消長並びに之に及ぼす早期離床,温泉浴のirU撃に関す
る研究 (恐)温泉浴の影響 岡山医雑誌 65(1)昭27
82 列国正純:縁ぽん泉に関する研究 (9)酸性縁ぽん泉柵原温泉の飲用と血液沃度酸値
岡大温Tdl報 (8)昭27
83 外囲正純:緑ぽん泉に閑する研究 (10)柵原温泉と胃液酸度 同大温研報 (8)昭27
84 小野EEl進:放射能泉に関する研究 し32)放射能泉入浴の循環器に及ぼす影響 (第2報)
岡大温研報 (8)昭27
85 田中良憲:婦人の性機能に及ほす温泉浴の影響に関する臨林的並びに実験的研究 (1)盟
泉地帯婦人の月経及び姫娠に関する統計的観察 岡大温研報 (8)昭27
86 El中良憲,丹下習司,高取 禎･.産婦人科領域に於ける温泉療法の経験 (1)階下及び慢
性附属器炎の温泉療法 目温気誌 17(1)昭27
87 田中良憲,高取 禎:産婦人科領域に放ける温泉療法の経験 (2)温泉浴を契機として治
癒せる尿管腫虜の1例 日温気誌 17(1)昭27
88 大島良雄:温泉療法の知識 医学書院 東京 昭27
89 青田作衛:温泉の副出腸管に及ぼす作用 同大温研報 (10)昭28
90 小野田進:温泉浴のレ線障得に及ぼす影響 岡大温研報 (10)昭28
91 大畠良雄:三朝温泉,浜村温泉並びに鳥取温泉の飲用が食餌性過血糖に及ぼすl影響
同大温明視 (10)昭28
92 大島良雄:神経痛の温泉療法 今日の診療 1(5ノ昭28
93 田中良憲,岡田俊郎:産婦人科領域に於ける混泉療法の経験 二3ノ温泉療法が婦人基礎柿
温にIr影響した1例 日温気会誌 17(2)nTj28
94 横田剛男:放射能泉及び硫酸イオン泉内用の胆汁分泌に及ぼす影響
岡大温研報 (ll)昭28
95 (Ⅰ)ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影響
96 (帆)作用機序に関する内分泌学的考察
97 (Ⅳ)家兎生体子宮卵管運動に及ぼす温泉浴の影響 同大温研報 (ll)昭28
98 大畠良雄:温泉水の Indicedenutritionと酸化還元電位 岡大温研報 (12)昭28
46
99 田中良憲:産婦人科領域に於ける温泉療法の経験 (4)産婦人科疾患による三朝温泉湯治
客の統計的観察 岡大温研報 (12)昭28
100 岡田俊郎:温泉による発痛防止の研究 〔1)温泉地癌死亡率の統計的観察
同大温研報 (12)昭28
101 岡田俊郎:温泉浴の放射線障得に及ぼす影響,肝カタラ-ゼ活性値に見られた変化
岡大温研報 (12)昭28
102 青田作衛:放射能泉に関する研究 (33)放射能泉入浴の血中鉱質に及ぼす影響
岡大温研報 (12)昭28
103 横田剛男:放射性同位元素による温泉作用の研究 (3) 岡大温研報 (13)昭28
104 森永 寛:緑ぽん泉に関する研究 (3)藤野鉱泉飲用と胃酸分泌 岡大温研報 (13)昭28
105 田中良憲:婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨林的並びに実験的研究 (5)ラ
ッテ間脳内 Acetylcholin様物質量の温泉浴による変動について
同大温研報 (13)昭28
106 森永 寛:皆生温泉,浅津温泉,浜村温泉並びに藤野鉱泉の飲用と食酢姓過血糖
岡大愚研報 (14)昭29
107 岡田俊郎:ラッテのエーテル射精に及ぼす温泉浴の影響 関大温研報 (14)昭29
108 田中良憲,長谷川安正:婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨休的並びに実験
的研究 (6)ラッテの脳下垂体前葉,卵巣,副腎に於ける今氏銀反応と三朝温泉浴
岡大温研報 (14)晒29
109 長谷川安正:産婦人科領域に於ける温泉療法の経験 (5)妊婦の三朝温泉飲用と肝機能
岡大温研報 (14)昭29
110 田中良憲:婦人の性機能に及ぼす温泉浴の彫饗に関する臨肱的並びに実験的研究 (7)ラ
ッテの脳,肝臓,血清中の Cholinesterase活性値と三朝温泉浴
岡大温研報 (15)昭30
森永 寛:糖尿病の温泉治療に関する研究 (1-2)
111 (1)放射能泉入浴とアロキサン糖尿家兎の糖質代謝並びに白血球像の変動
112 (2)アロキサン糖尿家兎の食餌性並過血糖と下呂温泉 (単純硫化水素泉)の飲用
同大温研報 (15)昭30
113 森永 寛:糖尿病の温泉治療に関する研究 (3)湯村温泉,武蔵温泉の飲用と食餌性過血
糖 同大温研報 (17)昭31
114 田中良憲,細川陸海:産婦人科領域に於ける温泉療法の経験 (6)産婦人科疾患による三
朝温泉湯治客の自覚症状推移について 岡大温研報 (17)昭31
115 仲原泰博:肝血液循環時間に及ぼす温泉浴の影響 日本温泉気候会誌 19 (3)昭31
健康者5例につき43oCの同大研泉5分浴及び10分浴を行い浴前30分,出浴直后並びに30分后
に亘 り門泳循環時間の変動をエ-テルガスS字状結腸注入による保田氏法により測定し,同時
47
にビタミンB1による正中静聴鼻腔問血液循環時間及び腺縛血圧の変動を観察して次の成績を得
i+
I._.
1)門泳循環時間は浴前30分の値に比しノ出浴直后では延長する憤向があり,推言I学的に10分浴
直后では1%の危険率で有意の延長を示した.30分では俗前値に比し延長或いは短縮相半ばし
て明らかな傾向はみとめなかった.
2)正中静泳鼻腔間血液循環時間は浴前30分の値に比し5分浴10分浴共出浴直后著明に短縮し
何れも1%の危険率で有意であった.
3)泳掃及び血圧の変動は概ね諸家の成績と全様であった.
116 涌谷卓伯:放射能泉と尿酸代謝 日本温泉気候会誌 19(3)昭31
弱食塩泉に属しRn.20M.E.内列含有の岡山大学温泉研究所泉に関節 リウマチ9例,神経
痛12例,肝胆道疾患7例,軽症肺結核8例,糖尿病3例,内分泌性疾患その他11例,計50例を
入浴させ長期観察を試み次の結果を得た.
1)関節 [)ウマテでは次第に血中尿酸D正常化を認め 2)内分泌性疾患 も全様に正常化の傾
向を認め,肺結核,神経痛,肝胆道疾患では著変を認めず. 3)尿中尿酸は一般に梢増加の傾
向を示 し 4)クレアチニン,総窒素は一般に梢々増加の憤向を認め 5)尿滴定酸度は各疾患
共に減少の傾向にあり. 6)各疾患共に4週以上経過により尿酸,クレアチニン,滴定酸度は
著変を認め得なくなった.
117 森永 寛:放射能泉と実験的糖尿病 (第2報) 日本温泉気候会誌 19(3)昭31
1)Aloxan投与によって少くとも1週間以上つゞく糖代謝障碍を惹起するには,家兎体重毎
Kg.70mg.以上の投与が必要である.
2)空腹時血糖値が200mg/dl.以下の軽症の実験的糖尿家兎に於ては,温泉浴は効果的に作
用するが,200mg/dl.以上のものではその効果は望めないようである.
3)300mg/dl.程度の空腹時血糖を有する家兎に対しても,三朝温泉浴は悪影響を及ぼすも
のでない.
4)Aloxan注射后3ケ月以上を経過して空腹時血糖値は時々正常範囲に近いがその糖処理機
能は尚障碍せられている家兎に,三朝温泉浴を行わせると,その糖代謝障碍は正常に近ずくこ
とが認められた.
118 山本泰久:温泉入浴並びに飲用が家兎血清鉄及び全血鉄に及ぼす影響 (予報)
日本温泉気候会誌 19(3)昭31
温泉入浴乃至は飲用が,全血鉄及び血清鉄に如何なる影響を及ぼすかを知る目的で,家兎を
用い,1回浴の影響並に1過連続浴后の負荷鉄の吸収を,α一α′デピリジル法により,光電比色
計で測定した.
1)温泉浴毎日1回1週間連続入浴后,1gのグルコンF.を投与したところ,血清鉄の平均は,
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対照に比し増加する傾向にあった.
2)温泉水飲用の場合,蒸滑水50C.C.飲用させた対照群の平均値は,1-2時間で下降するに対
し,温泉水飲用の場合の平均値曲線は,殆んど動揺を認めない様であった.
3)温泉1回入浴后の全血鉄及び血清鉄,泉温41-43oC5分間入浴后の変化は,全血鉄に於て
は梢々上昇の傾向を認めた.
以上の結果から,温泉入浴乃至飲用が,血清鉄の吸取及び動員に影響するから,更に検索する
予定である.
119 岡田俊郎:温泉による発癌防止の研究 発癌物質による実験的研究 (続報)
日本温泉気候会誌 19(3)昭31
バタ-責を発癌物質とし,ハツカネズミに6ケ月間投与し,投与前及び投与后に放射能泉た
る三朝温泉を30日間入浴及び3ケ月間飲用を行い,組織学的検索をなした.
入浴及び飲用群の投与前に於ては,温研泉及び山田新泉が変化は少く,投与后に於ては各群
の組織変化は高安にみられた.
之を要するに演者の実験的条件下に於ては肝カタラーゼ活性値を目安とした場合と全様放射
能泉たる三朝温泉の入浴及び飲用が条件によっては組織像に於ては軽度の所見を示した.
120 田中良憲:ラッテ性周期に及ぼす温泉浴の影響 (4)三朝温泉浴による脳の Acetylcholin
代謝の変化について 日本温泉気候会誌 19(3)昭31
♀成熟健康ラッテを42oC,10分間1回入浴せしめ,離浴垣后,30分后,60分后の3群に分
ち断頭して実験に供した.
1)間脳内アセチルコリン様物質:蛙直腹筋法により測定.弱放射能泉たる研究所泉を使用.
30分后に遊り型 ｢ア｣が対照に比し,0.32りg有意に増加した.他の時期には遊り型,結合型,
絵 ｢ア｣共に対照との間に有意差を認めなかった.
2)コリンエステラーゼ活性値;Hesterin(宮崎氏変法)による比色を用いた.淡水,研究所
泉,強放射能泉 (山田湯),老化山田湯を使用.間脳 ･終脳では各浴共各種の時期に有意の増
加を示した.肝,血清では有意の減少の時期が認められた.此等の変化は浴により,多少とも
時期及び程度の差がある様に思われたが,傾向に相違は無かった.
即ち入浴により,脂,特に間脳の Acetylcholin代謝は元進するものと思われ,浴による性
機能冗進の現象に-の説明を与えるものであろう.
121 岡田俊郎:温泉による発癌防止の研究 (2)発癌物質による実験的研究 (肝臓カタラーゼ
活性値)を目安にしたバター黄による発癌防止実験
日本温泉気候会誌 19(4)田31
ハツカネズミを使用し,バター黄を発癌物質とし,肝臓カタラーゼ活性値を目安として,三
朝温泉 (山田新 ･温研 ･山田古)の入浴,飲用及び入浴飲用併用を行い,実験条件によって
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は,バター責による発癌に対し抑制的効果を有する可能性が認められた.
122 斉田作衛:温泉と結核性疾患に関する研究 灘 1報＼鳥取県申部地方温泉地学童につい
ての調査成績 口木温泉気候会誌 19(4)昭31
温泉飲用が結核性胸部疾患発病に及ぼす影響を調べる目的で,鳥取県中部地方温泉所在地の
浜村(弱食塩泉と弱食塩放射能泉),三朝 (弱食塩放射能泉),浅津 (弱食塩泉),松崎 (弱食塩
泉)各町村在住小学生中学生全員1697名につき飲泉状況,斑状歯の有無,ツベ)I/クリン反応な
らびに胸部X線間接撮影の4項目につき調査を実施し,次の成績を得た.
1.発病率は日常温泉飲用の有無ならびに斑状歯の有無に無関係の如くである.
2.ッベルクリン反応自然陽転率は日常温泉飲用者は不飲用者より,環状歯のあるものはない
ものより大である.この原因はツベルクリン反応強陽性率は日常温泉飲用の有無ならびに斑状
歯の有無と無関係であることからして,日常温泉飲用者や瓢伏歯のあるものは,Lからざるも
のより結核感染機会が多かったためと考えられる.
123 横田剛男:放射能泉,硫酸イオン泉飲用の血清コリンエステラ-ゼに及ぼす影響
日本温泉気候会誌 19(4)昭31
放射能泉及び硫酸イオン泉の単回並びに連続飲用が人血清コリンエステラーゼ (コ.と略す)
活性値に如何なる影響を与えるかを烏取県内3ヶ所の温泉につき観察した.血清コ.活性値は
Hesterin- 宮崎の比色法に従い,光電比色計を用いて測定した.200C.C.1回飲用例では水道
水対照実験に於ては有意な変化が見られなかったが,鳥取観光ホテル泉 (含食塩苧消泉),浜
村温泉鷺の湯 (含石膏放射能泉),三朝温泉山田区共同湯 (含食塩放射能泉)の何れの場合に
於ても飲用2時間后では飲用前と比較して血清コ.増加を来し推計学的に5%の危険率で有意
な差を示した.又毎日200C.C.宛1通関連続飲用后に於ては鳥取温泉のみが飲用前に比して増
加を釆したが (1?'o以下の危険率)浜村三朝泉では大なる変化が見られなかったという結果が
得られた.
124 田中艮憲,岡田俊郎:産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察
日本温泉気候会誌 19(4)昭31
三朝温泉湯治客中岡大温研産婦人科列乗を訪れた昭和24年9月より昭和28年5月に至る間の
45例を対象として,年令,末既婚,職業,季節,住所 (県別)主訴,診断,発病后経過日数,
歴往治療の有無,転帰の統計的観察を試みた.
125 岸田専蔵:放射能泉飲用と利尿 (続報) 日本温泉気候会誌 19(4)昭31
放射能泉飲用の利尿作用に及ぼすi;'6響については先に当研究所の森永氏が放射能泉である増
富,池田 (3000M.E.以上のラドン濃度を有する),三朝温泉 (200MIE･前后)水を使用し,
その結果利尿抑制的に作用したと述べている.それは温泉含有の塩類によるものであろうとい
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う.演者は温泉の固形成分含有量が森永氏が飲用実験に用いた三朝温泉水の凡そ1/5程度で,
而も常時400-1080M.E.前后のラドン濃度を有する三朝町松原氏井戸水を使用し利尿作用を再
検査し,その1000m1.37oCの飲用は対照たる水道水に比べて森永氏の報告した三朝温泉山田
区共同湯枕湯と全様利尿抑制する憤向にあり,尿の滴定酸量は減少し,尿中の食塩排推量及び
比重には大差がなかった.
126 森永 寛:実験的糖尿病と放射能泉 :(第1報)Aloxan糖尿家兎の血糖並びに白血球像
に及ぼす放射能泉の影響 日本温泉気候会誌 19(4)昭31
1)Aloxan100-200mg/Kg.を家兎耳静泳内に注射して発病せしめた.
2)Aloxan家兎の血糖は三朝温泉入浴によって低下する.
3)Aloxan糖尿家兎の白血球数は三朝温泉入浴后増加し,主として仮性エオジン細胞の増多
によるその増加は24時間にも及ぶ.
4)対照たる淡水浴では血糖低下は認められず,白血球増多も24時間后には浴前値に戻った.
127 仲原泰博,泉 友因:関節 リウマチの′＼イドロコーチゾン関注療法の経験
日本温泉気候会誌 20(1)昭31
最近経験した89例の関節 1)ウマチ及び変形性関節症に対しHydrocortisone関注,温泉浴を
主とした治療成績を報告した.NYRA及び児玉教授の臨林像,全身症状,治療効果の判定規準
により分析しに.之等89例を児玉教授の関節炎,関節症の分類に従い数別すれば (222)370/0,
(221)16.8%,(111)24,7%その他で,臨林像,全身症状共に (222)皿,Ⅳ度を示すものが
大部分であった.治療効果ではH.C.関注,温泉浴共に夫々 (222)に比し (111),(121),(22
1)に対し著効を得たが (222)に対してはH.C.関注,温泉療法の併用が最も有効で,次にH･
C.関注,温泉療法の頓であった.(221)(111)に対してもH･C･関注により治療効果を上昇し
得た.H.C.関注回数は686回で各個関節では膝関節関注が最 も多回数であり,治療効果は指祉
及び股関節に特に有効であり,H.C.関注の副作用は軽微であった.H.C.閏注6ケ月以上の5
例につき,治療経過の概略をのべ,局所症状は勿論,全身症状 も好転し殊に機能恢復良好で著
明な副作用は全 く認めなかった.
128 涌谷卓伯:温泉治療で良効のあった汎発性輩皮症の1例
日本温泉気候会誌 20(1)昭31
汎発性肇皮症患者で,Cortisone,A･C･T･H,P･A.B.A.,性ホルモン,抗アレルギー剤,
ピロカルピン等の種々薬剤の投与と併行して,温泉入浴,蒸気画浴,マッサ-ジ等を行い,症
状の進行停止,症状の緩解を認めた 1例を報告した.
129 松本欣之:血清コレステロールと温泉浴 日本温泉気候会誌 20(1)昭31
岡大研究所泉を用いて,温泉浴の血清絵コレステロールに及ぼす影響を検索して次の成績を
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得た.
1)健康人に於て,入浴前后の変動を追求すると,浴后は何れも有意な減少を示した.
2)家兎に於ても同時に有意な減少を示した.
3)淡水浴では,家兎に於て有意な変動がなかった.
4)家兎にA･C･T･H.5単位筋注した場合の変動は,注射后5時間に亘 り,次第に有意な減
少を示した.
5)家兎にコーチゾン12.5mg.筋注した場合は,同じく減少の傾向があった.
6)健康人にA･C･T･H･15単位筋注すると30分及び1時間値は減少し,以后回復した.
7)コーチゾン75mg.を同じく筋注すると,同じく30分及び1時間値は減少を示した.
8)長期浴の場合,人間に於ては一般に1遁后に著明な低下を示し,以后次第に回復した.血
清総コ値の異常に低い症例では,逆に1-2週に於ては増加し,以后,浴前値へ復帰した.
9)家兎に於ては,人間の低コ血症と同様に2週間迄増加し,以后減少した.
10)蒸気浴於行前后に於て,人間では有意な変動を示さなかった.
130 仲原泰博:肝血行に及ぼす温泉浴の影響;冷浴及び開腹術の門豚循環時間に及ぼす影響
日本温泉気候会誌 20(1)昭31
健康者8例につき26.5-28oCの冷浴5分及び10分浴を行い,浴前,出浴直后,30分后に亘 り
門泳循環時間の変動をエ-テルガスS字状結腸注入法により測定し同時に泳持,血圧及び正中
静泳鼻腔問血液循環時間を測定し次の成績を得た.
1)門泳循環時間は冷浴10分浴直后の値は浴前値に対し短縮する傾向があるようである.
2)正中静泳鼻腔間循環時間は浴前値に比し5分浴10分浴共に延長する.
3)豚持,血圧の変動は諸家の成績と略々同様であった.
虫垂摘出前,術直后,第 1,3,一部第5日に亘り同様の方法で測定した門泳循環時間は,1)
術前値は急性非穿孔性虫垂炎,虫垂穿孔性腹膜炎殊に后者では延長例が多い.2)術直后値は
一般に術前値に比し延長する.3)術后第1日以降の値は虫垂穿孔性腹膜炎では慢性虫垂炎移
動盲腸及び非穿孔性急虫垂炎に比し正常値への恢復がおくれるようである.
131 泉 友田:放射能泉入浴と血中無機燐及びアルカリ性フォスフ7タ-ゼの変動
日本温泉気候会誌 20(1)昭31
1)家兎及びリウマチ患者の血中無機燐及びアルカリ性フォスファターゼに及ぼす温泉浴の影
響に就いて,Taussky-Sl10rr民法によって検索を試みた.
2)浴前値では,家兎血祭無機燐鼻及びアルカリ性フォスファターゼ活度は,何れも体重と逆
相関を示し,リウマチ患者の血清の夫等は,健康人の夫等に対し有意の増加を示した.
3)入浴の影響をみると,家兎では,研泉群の浴直后の無機憐量の有意の増加を,又山田湯浴
群の4時間値にアルリ性フォスファターゼ活度のpL17の幌向を認めた.リウマチ患者では,無
機燐量は研泉浴直后に有意の増加を示したが,之は健康人の場合も同様で,両者の経過の差は
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有意ではなかった.アルカリ性フォスファターゼ活度は研泉浴直后に増加の傾向を認めたが,
健康人では殆んど変動を見なかった.家兎入浴の場合と比較すると,健康人研泉浴の影響は家
兎研泉浴のそれと類似していた.家兎でA.C.T.H.及ハイドロコーチゾン筋注群と比較する
と,家兎山田湯浴群の変動はハイドロコーチゾン注射群のそれに,家兎研泉浴群の変動はA.
C.T.H.注射群のそれに類似し,無機燐量とアルカリフォスフ7ターゼとは,その変動に逆関
係があるように思われる.
132 田中良憲:産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察 (続報)
日本温泉気候会誌 20(1)昭31
婦人科疾患による三朝温泉湯治客のうち,湯治を終えて家庭に帰った人々30人に文書による
問合わせを行い,湯治中の全経過の大要を統計的に観察した.
疾病としては子宮后屈,附属器炎が多く,湯治の動機となった愁訴としては腰痛,下腹部痛
が多い.入湯期間の平均は3週間,1日の入浴回数平均は4回である.湯あたり中婦人科に注
目すべきは少量の不正性器出血で,6名 (20%)に認められ,湯治開始后平均7日目におこり,
持続は平均2仁潤 で,多くは腰,下腹痛,発熱を伴 う.又9人 (30%)に一過性の月経周期の
変化を生じ,就中不順となった者が多い.
此の湯あたりや月経周期変化の発現率は,温泉のラドン含有量を40マッヘ以上及び以下に2
分した時両群に著差無く,又1日の入浴回数とも関係が少ないようであり,愚者 自身の状態が
gi要な因子のように思われる.
湯治効果は18人 (62%)に認められ,特に柊痛,自律神経性障碍に有効であったが,不妊症
の6例はすべて妊娠に到っていなかった.
133 岡田俊郎:婦人の腰,下腹痛の温泉療法について 日本温泉気候会誌 20(1)昭31
岡大温研産婦人科外来及び入院に於いて,腰,下腹痛を有する37名を診断別に分類し,別府
温泉紺屋地獄及び東郷池湖底土に玉川鉱泥を混合したもの2種類の鉱泥てん絡療法を主とし,
参考とするため他種物療を若干併用し,全例有効にて,80%著効をみた.
鉱泥てん絡作用の温熱作用を検するため,鉱泥,入浴,熱気その他の物療による下腹部皮膚
温及び子宮内温度を検し,又本態性高血圧者の鉱泥,入浴,熱気による変動を検し,鉱泥てん
路が婦人科的疾患等による腰,下腹痛に有効なる方法であることを証明した.
134 森永 寛:泥土の医学的研究 (第1報)人形峠粘土の医学的応用
日本温泉気候会誌 21(1)昭32
私共の病院では,別府紺屋地獄泥土,鳥取県東郷池湖底土を,てん絡乃至泥浴 (全身及び局
所)に用い効果をあげていたが,前者は入手困難となり,后者は有機物含有量多きためか,ド
ブ臭いので.此等の代用となるべき泥土として,昨年8月以降,鳥取県人形峠層粘土 (水成ウ
ラン鉱床)をてん絡乃至泥浴に使用した.
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この粘土のてん終により (1)血液カタラーゼ値は低下し,(2)末栴白血球数は一過性に減
少を示すことを認めた.(3)局所のてん格で体温の上昇は軽微であった.(4)右季肋下部てん
格では胆汁排出作用あることを知った.(5) リウマチ患者の指,腕関節は局所泥浴によってそ
の腫脹が減退した.即ち,肝,胆道疾患,リウマチ性疾患に良効を得ナ二が,この粘土中には
100×10112g.Ra/g.程度のラジウムが含有されているから,上述の医療効果の一部は含有放射
性成分によるものもあると考えられる.
135 森永 寛,松本欣之,山本泰久:三朝温泉に於ける湯治概況調査
日本温泉気候会誌 21(1)昭32
杉山教授発表の調査表によって.昭和32年2月,三朝温泉湯治者の一斉調査を行った.
厚生省指定保養温泉地となってから,湯治者の収容を主目的とする旅館を保養旅館とし定員
250名程度であるが,今回の回答者は85名であった.その成績は次の如くである.
1)女性がや 多ゝく,男女共50才以上が過半数を占めている.
2)岡山,兵庫,広島,大阪の府県からの湯治者が多かった.
3)農業を職業とするものが約半数であった.
4)釆湯回数は初めてのもの約450/0,2-4回が469,'Oであった.
5)釆湯目的:疾病治療並病后保養が78%を占めていた.
6)来場動機:人にすゝめられ,又自分の経験で来湯するものが72%であったが,医師の指導
によるものも18%に認められた.
7)神経痛,リウマチが53%,胃腸病が17%であった (自覚的愁訴).
8)湯治者の血圧は,収縮期血圧160mmHg.以上のものが37%で,一般タト釆患者 (仝年令層
のもの)の24%に比べ高率であった.
9)湯治日数:10日内外が420/Oを占めているが,3週間以上のものも310,'Oにみられ,平均湯治
日数は16日であった.
10)1日の平均入浴回数は4.5回であった.
ll)飲泉を行っているもの820,/Oで入浴の度毎に飲むもの多く,1回量はコップ1杯程度.
12)湯あたり:530,'Oに認められ,全身倦怠,食思不振,頭痛,患部再発等が主であった.
13)湯治効果:自覚的著効750/'O,効あり90/0,計840/Oに効果がみられた.
136 森永 寛,松本欣之:温泉治療と臨林諸検査成績 日本温泉気候会誌21(1)昭32
吾々は慢性運動器疾患,神経系疾患等の温泉治療を重要視しているが,最近数ヶ月間に入院
した患者の経過を観察し,臨林検査成績上,若干の知見を得た.
1)体温は2週間までや 減ゝ少し,以后増加する.
2)血沈値は2週まで減少,以后前値に復す.
3)体重は3日目一時降下し,1週頃や 上ゝ昇,豚縛は3日頃増加,以后減少する.
4)血圧は,2遇まで降下,以后回復の傾向あり.
54
5)心電図には著明な変動が認められなかった.
6)胃液酸壁は,次第に上昇の傾向を示し,特は減敢症,無酸症は正常化の傾向をみた.
7)肺活量は第2遇にや 減ゝ少,以后増加する.
8)尿比量に著変なく,尿量,クロール濃度及びクロール排潤量は第2遇に増加する.
9)赤血球数,白血球数,血球素とも漸増する.
10)高田氏反応では陽性率減少の幌向あり.
137 仲原泰博:肝静脈血の性状に及ぼす温泉浴の影響 日本温泉気候会誌 21(1)昭32
ネムブタ-ル30-35mg/Kg.腹腔内注入麻酔犬9頭につき (対照2,不感浴3,高温浴4)
浴群は夫々36-37oC,42-43oC15分浴を行い,15分間隔で肝静泳カテーテルにより採血及び
圧測定を施行して次の成績を得た.
1)肝静泳血の血色素量,赤白血球数,血球容積,血清蛋 白量,総コレステロ-ル,血糖,
燐,アルカリ性フォスファタ-ゼでは一定の変動を認めるに至らなかった.
2)肝静放任,閉塞肝細静放任は不惑浴高温浴共中軽度上昇,浴后著明に下降し以后30分で漸
く浴前値に近付くようである.
138 石橋丸応:温泉浴と血清蛋白並びに血清リポ蛋白の分屑 日本温泉気候会誌 21(1)昭32
リウマチ性疾患に対する温泉治療の作用機転及び老化現象阻止の作用機転を究明する手がか
りの一つとして,温泉浴によるヒト並びに家兎の血清蛋白分層並びにリポ蛋白の変動を滅紙電
気泳動法で検索したので報告した.1回浴の血清蛋白分層及びリポ蛋白の変動は認められなか
った.
連続浴では蛋白分割が異常を示すものでは3-4週間達俗により正常化する傾向があった.
コレステロール投与した家兎ではアルブミンが異常な低下を示 し,γが増加したが,コレス
テロールを投与して連続浴したものはコレステロ-ル投与のみと比較してアルブミンの低下度
が少なかった.即ち連続浴はアルブミン低下を抑制すると考えられる.
139 山本泰久:温泉浴と血清鉄の変動 日本温泉気候会誌 21(1)昭32
温泉浴の血清鉄の変動に及ぼす影響について報告する.測定方法は 0-nitrosoresorcin
monomethyletberを発色試薬とする方法で,島津光電比色汁を用いて測定した.血清2C.C.
を測定に用い,温泉は弱食揖放射能泉である研究所泉を使用した.
1回浴の場合:家兎及び人間,各5例を使用し,浴前,浴直后,30分,60分,120分と測定
し,家兎の場合は直后に上昇を認めたが,家兎及び人共に1回浴では推計学的に有意性がみら
れなかった.
達浴の場合:家兎を毎日1回10分間入浴せしめると,2週 目に血清鉄の低下するのを認めた.
人の場合は,温泉治療を目的とする患者11例について1週毎に測定し,11例申3例は1週后に
増加,8例は7-14日間血清鉄の下降するのを認めた.下降したものは73%である.
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140 石井 f'il:婦人科的慢性炎症の温泉療法に関する研究 (第1報)実験的腹腔内異物性炎
症と温泉浴 日本温泉気候会誌 21(1)昭32
腹腔内慢性炎症に温泉療法が効果があるといわれているが,之に関する論文は少く,満足す
べき説明は与えられていない.私は腹腔内慢性炎症に対する温泉浴の影響を実験的に追求し知
見を得たので報告する.
実験方法:雌のラッチの腹腔内に手術的にスボンゼルの小片を挿入し異物性炎症を起きし
め.手術翌日より入浴せしめ.その経過を病理組織学的に追求した.
紹果･'術后温泉浴を続けた群及び各種塩類水沼液群中,強食塩,硫黄,鉄塩,重曹等は病
狛 こ於ては組織球等の遊離細抱や線維細胞の出現が非入浴群より著明で,スボンゼルの吸収も
促進された.又同時に白血球増加,皮下組織球の墨粒喰食能,中性赤超生染度,腹腔遊離細抱
の百分率も入浴により好影響をうける.浴温は42ccとし一部には不感浴も行ったが温研泉では
その間に差はなく,硫黄,強食塩等の水溶液では,明らかに微温の万がよかった.超短波腹部
照射を行った群では炎症吸収促進という点では温泉浴と同様であったが皮下組織球機能改善と
いう点では温泉浴より劣っていた.
以上より温泉浴は慢性炎症に対し効果が期待出来る.
141 岡田俊郎:婦人科的慢性炎症の温泉療法に関する研究 (第2報)実験的腹腔内異物性炎
症と鉱泥浴 口本温泉気候学会誌 21(1)昭32
ラッチの腹腔内にスボンゼルを挿入し異物性炎症を起きしめ術后2日目より連続泥浴せしめ
た.鳥取県東郷湖々底泥と別府相星地獄泥の二樺を用い43cc,又は38oC,で1日1回20分間毎
日入浴せしめた.4週間の経過をスボンゼルの病理組織学的検索をなし,又同時に体重,白血
球数,腹腔内遊離細胞,皮下線組系等を調べた.入浴群は何れも腹腔内炎症の過程が短縮せら
れ,早期に組織球,線維細胞.HJ.現し,逆に白血球は早く消退した.その効果は両者の高温浴が
すぐれ,微温浴はや 劣ゝる.腹腔内遊離細掛 ま泥浴によりJE帯への復帰が促進された.体重壇
加率は両泥浴とも微温浴が非入浴よりす ぐれているが.高温浴特に紺屋泥はよくない.術后の
白血球増多症は一般に泥浴により抑制される傾向があった.皮下結合織の細胞型,皮下組織球
の中性赤染色匿及び不染空胞は高温浴が賦活高度であった.以上を綜合して考えると,微温浴
より高温,又紺屋泥よりも東郷湖底泥の方がや すゝぐれていた.
142 長谷川安正:ラッテ性周期に及ぼす温泉浴の茂響 ､第5報)各種塩類浴液入浴と性周期
吾々は究年来,長期間の温泉浴は性周期に変化を与えるものである事を臨林的に又実験的に
確めて釆たが,今回は更に各種の塩類等の水浴液によるラッテの温浴を行ったところその性周
期を変化させ不整化又は整調化することを認め,且つ塩イオンの種類により多少の相違がある
事を知った.
吾々の濃度に於ては,硫化ソーダ及び薄い食塩の溶液が粕 こ整調化の効果がすぐれ,50-60
0/Oの整調化を釆したが,之としても三朝温泉に於げろ成績の65.2%には劣っていた.
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強酸性及び強アルカ7)性の溶液の場合はむしろ性周期を乱すことが多かった.
尚例数も少く,温匿も一定にしたので決定的なる証明は将来にまたねばならないが,要する
に性周期に限 り刺戟のあまり強くない温泉がよいものと思われる.
143 松本欣之:温泉浴とのコレステロール代謝 (第2報) 日本温泉気候会誌 21(1)昭32
前報に引続き放射能泉である三朝温泉を用いて,温泉浴のコレステロール代謝に及ぼす影響
を考察し,次の成績を得た.
1)家兎に0.2g/Kg.のコレステロールを単回授与した場合,入浴群では対照に比べ,血清コ
値の上昇率が低く,又回復も早い.
2)家兎に0.15g/Kg.のコレステロ-ルを毎日投与しながら,達裕を行 うと,対照にくらべ血
清コ値の上昇率は低く,之は体量の上即日率と同様の傾向である.
3)白鼠を用いて,放射能泉浴の臓器のコレステロール値に及ぼすi影響を検索すると,対照に
くらべ,入浴群では腎,副腎,肝,心,脂,肺の何れの臓器に於てもそのコレステロ-ル含量
は低下し,特に強ラドン泉であるヒスイ泉浴に於て著明であった.
144 石井 沌:婦人科慢性炎症の温泉療法に関する研究 岡大温研報 (21)昭33
145 滝川 正:術后早期離床並びに温泉浴の血液非蛋白性窒素に及ぼす影響
岡大温研報 (21)昭33
146 松本欣之:放射絶泉浴の末櫓循環器病に及ぼす効果に関する臨林的並びに実験的研究
(1)三朝温泉入浴の血清コレステロ-ル値に及ぼす影響
岡大温研報 (22)昭33
147 石橋丸応:温泉医学領域に於ける滅紙分析法の研究 (1)滅紙電気泳動法並びに滅紙
Chromatographyによる血清鉄の研究 岡大温研報 (22)昭33
148 松本欣之:放射能泉浴の末栴循環病に及ぼす効果に関する臨休的並びに実験的研究 (2)
三朝温泉入浴の臓器コレステロール値に及ぼす影響 同大温研報 (23)昭33
149 松本欣之:放射能泉浴の末杓循環器に及ぼす効果に関する臨林的並びに実験的研究 (3)
三朝温泉入浴の高コレステロール血症及び動豚硬化症に及ぼす影響
岡大温研報 (23)昭33
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151 森永 寛:リウマチの温泉療法 臨林と研究 35(ll)昭33
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154 岡田俊郎:婦人科的慢性炎症の鉱泥療法に関する研究 岡大温研報 (20)昭33
155 森永 寛:蒸し浴の生体に及ぼす影響 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
書々の研究所分室には,高温度の温泉浴槽を有する地下室がある.出入口を閉ぢると,温泉
熱とその蒸気で,蒸し浴として使用は'.来る.日常,神経痛 ･リウマチ等に他の治療法と共に1
日1回,施行して効を収めているので,今回はその生休に及ぼす影響について2-3の検索を
行った.湿度 :970/0,温度 :36-40oC.,空気中のラドン濃度 :1.4-2.3マッヘ.
1)血圧に及ぼす影響:低下の憤向がある.
2)コレステロールの変動:総コ,エステ)I/･コ共に減少の幌向がある.
3)白血球数は浴后減少し,エオジン曙好細胞は浴直后62%の減少を示した.
4)血糖値の変動:ウサギでは浴直后から増加し,2時間で略 元々に復した.
156 山本泰久:温泉浴と鉄代謝並びに鋼代謝 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
ヒトの達泉浴について,血清鉄,不飽和鉄結合能を測定した.
測定方法:血清鉄は石橋民法に従い,不飽鉄結合能は Schade,Carolineの変法に準じて測
定した.
結果:血清鉄は7日目減少,14日目に増加し以后元の値に帰った,之に反して,不飽和鉄結
合能には殆んど変化を認めなかった.
還元鉄1gを塩酸モナ-デ30C.C.と共に服用させ,節,1,2,4,6時間と採血,血清鉄を測
定し,鉄吸収試験曲線を6名について測定した.入浴前の鉄吸収曲線は4時間目が最高値を示
し,偉人のそれと同様であった.入浴1週后は1時間が最高値を示し,鉄欠乏性貧血の鉄吸収
曲線に以た吸収の経過を示した.入浴2遇后は前と1週后の中間の型を示し,2時間が最高と
なり以后下降を示した.
入浴と血清銅の変動:デチオカルバミン酸ソーダを発色試薬とする方法で,血清1C･C･を使
用し,分光光度計で波長440m〟で測定し,再現性97%.
結果:1回浴の影響,家兎5匹を40-42oCの温浴,10分間施行し前,直后,30分,1時間,2
時間と測定した.薗后減少を示したが,以后元の値に戻る傾向がある.ヒトの場合は殆んど変
化なく,両者とも推計学的に有意でない.達浴の場合,家兎では1日1回浴で14日目最高値を
示し,ヒトの場合には1日2-3回浴で7日目に最高値を示した.
157 石橋丸応:温泉医学領域に於ける通紙分析法の研究 (1)血清鉄の滅紙電気泳動並びに櫨
紙クロマトグラフィー 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
血清鉄が血清蛋白のどの部分に,又どんな状態で結合しているかについては,2,3の研究が
ある.Horst等は放射性鉄を与え滅紙電気泳動を行った后,放射能を測定してβ-グロブリンに
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結合している事を証明している.又妹尾教授等は祈願第2鉄アンヒンを血清に与えた后滅紙電
気泳動を行い,αZ,β1,β2-グロブリンに結合していると報告している.私は血清に鉄を負荷し
ないで血清をそのま 滅ゝ紙電気泳動にかけ,鉄はβ1-グロブリン結合していることを証明した.
Heilmeyer等は滅紙電気泳動法で Ferritin鉄の定量を報告しているが,櫨紙分析による血
清鉄の定量法の報告はない様である.
私は特殊な濃縮液紙クロマトグラフィーによる血清鉄の一定量法を考案した.
本法は血清0.5m1.で十分定量出来るので小動物での実験に使用出来,又操作法が簡単であ
るので臨林検査に応用出来る利点がある.
本法を使用し,縁ぽん泉 (柵原鉱泉)飲用后並びにグルコン酸第 1鉄服用后の血清鉄の動き
を測定した.健常人4例の緑ぽん泉30ml.(Fe十+75mg含有,10倍に稀釈)飲用では前値より1
時間250/0,3時間1100/0,6時間500/Oの増加を示 した.グルコン酸第1鉄0.65g(Fe約75mg)脂
用 (健常人5例では,1時間430/0,3時間859′乙,6時間780/Oの増加を示した,
家兎に緑ぽん泉2ml.(FeH5mg)飲用では,1時間35%,3時間42%,6時間15%の増加が
あった.グルコン酸第1鉄0.05g(FeH約6mg)服用では1時間3%,3時間10%,6時間18
%,8時間5%の増加を示した.何れの場合 も投与せられた鉄に相当する以上に増加している.
鉱泉飲用の刺戟により休内の貯蔵所より動員されたものと思われる.
158 石橋丸応:温泉医学龍城に於ける櫨紙分析法の研究 (2)血液コバル トの新定量法
日本温泉気候会誌 22(2)昭33
近年,生体中の微量金属元素の意義が注 目されつゝあり,この方面の研究には主 として放射
性同位元素が利用されているが,この方法は誰でもが手軽に使えるというものではない.血液
コバルトを定量した報告は比較的少 く,コバル トの比色定量法 としては,α-ニトロソβ-ナフト
-ル,ニトロR一塩,オルトニトロソクレゾール,オル トニトロソフェノール等の有機試薬があ
るが,血液中のコバル ト含有量は極微量であり,従来の分光々度計等による比色法では大量の
試料が必要である.私は特殊な濃縮波紙クロマ トグラフ ィー により血液5m1.を用いてのコバ
ル ト定量法を考案した.即ち,試料を常法通 りHBSO｡,HNO3,HCIO｡で温性灰化し,NH｡
OHで中和后,Na2S20｡浴液,H202.Ammoniumcitrate浴液,0-nitrosoresorcinmonom-
etbylether飽和溶液を加え発色せしめ,CCl｡で抽出し,このCCl｡溶液層を1/3-1/4迄濃縮
し,これを試料として濃縮滅紙クロマ トグラフ ィー を行い,線状 Spotを Densitometerで吸
光度を求め定量する.
本法による健常人の血液コバル ト量は,男子13例0･4-3･8γ%,平均1･7γ%で,女子20例0.2
-2.2γo/0,平均0.7γo/Oで両者の間には有意の差があった (α-lo/a).女子 リウマチ疾患の血液
コバル ト量は1.0-2.4γ%,平均1.7γ%で女子健常人血液コバル ト量との間には有意の差があ
った (α-2%).
緑ぽん泉 (柵原鉱泉,コバル ト含量10り100ml.)30ml･飲用后に於ける血液コバル トを測
定したところ,健常人4例の平均値で前に比較して1時間22%,3時間17%増加したが,6時
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間后では30%の減少を示した. このことが医学的に如何なる意義を有するかは尚今后の研究を
必要とする.
159 松本欣之:放射能泉と=レステロ-ル代謝 (3) 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
温泉入浴により,体内の諸代謝が変動を受けることは,すでに多くの業績が示すところであ
るが,脂質特にコレステロール代謝に及ぼす影響については殆んど知見がない.私は前回の実
験に引続き更に2,3の検索を行った.
強ラドン泉であるヒスイ泉達俗により,家兎血清絵コレステロール値は第1週,第2遇は減
少し,以后回復,エステル ･コレステロール値も軽度乍ら同様の経過をとり,エステル比率は
第2週までや 上ゝ昇,以后浴前値に復した.
次に高血圧症の患者の血清コの達泉浴による変動をみると,総コは第 1過,第2週は減少,
以后回復の傾向を示し,エ比は第1週后や＼上昇,2週后は減少,以后4週に至 り前値に復し
た.
ヒスイ達泉浴による白鼠臓器縁コの変動は,肺では3週に亘り次第に減少,肝では第1週増
加以后減少し,心では第2過迄増加の憤向を示したが,以后第3過で前値に復し,腎では第1
過で上昇后,2過,3過は低下,脳では第1週で減少以后それを維持し,副腎では第1過で減
少后前値に復した.
コ飼育白鼠の臓器コ値は,各臓器共,ヒスイ泉連浴群では,非入浴群に比べ低値を示した,
網内系を墨計墳塞した家兎の血清コ値は,総コ,エ･コとも,入浴群は非入浴群に比べその
上昇率は低く,又浴前値への回復も速かであり,之をコ投与家兎について検索しても同様の成
績を得た.エ比の変動は両者間に差はなかった.
以上 放射能泉である三朝温泉入浴は,高血圧症乃至動泳硬化症の一つの指榛と考えられる
コレステロール代謝を調整し末栴循環器病に有効に作用すると考えられるが,その一つの因子
として,網内系賦活作用が考えられる.
160 山本泰久,松本欣之:放射能泉浴と血圧 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
近年,高血圧症乃至動泳硬化症の研究が盛になっているが,その予防に於て温泉入浴特に微
温浴の意義が古来経験的に云われており,又放射能泉浴が老化現象を予防することも苦より周
知のところである.
最近1年間に当研究所の40才以上の外来患者について,高血圧 (ここに高血圧とは160mmHg
以上をいう)の頻度をみると,三朝温泉地住民では他の地域の住民に比べ低値を示し,Ⅹ 2-検
定で50/Oの危険率で有意であり,又湯治者では高血圧症例が多いことが知られた.
又三温泉地住民では非温泉地住民に比べ,最近3年間の高血圧症による死亡率が少なかった
が, Ⅹ2-検定で有意差は見出せなかった (ここに,高血圧症とは,国際簡単分類番号のB22,
B28,B29を指す).
38oC.,20分間浴を施した場合,一般に最高血圧及び最低血圧は下降を示したが,之は最高
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血圧180mm.Hg,以上の場合に,著明であり,180mm.Hg.以下の場合は浴直后上昇する例が
多く,以后下降を示した.
湯治開始時及び4日前后,1週間后に於ける1回浴による血圧の変動をみると,浄治開始時
には浴直后の所謂初期血圧上昇がみられるが,4日后及び1過后には之がみられず,この変動
の型の差は有意であり,温泉に対する反応状態の変化を示した.
湯治開始より3週間后までの早朝空腹入浴前の血圧の変動を逐日約に観察すると,高血圧症
例では著明な下降を示すが,4日前后に一過性の僅かの上昇を示し,以后下降した.
外来患者についても,湯治により血圧の下降するのが観察された.
以上,放射能泉浴は血圧下降的に働き,高血圧の予防と治療とに意義があると考えられる.
161 松本欣之:放射能泉浴の末桐循環器病に及ぼす効果に関する臨林的並びに実験的研究
(4)三朝温泉入浴の高血圧症及び動泳硬化症に及ぼす影響に関する臨林的
:lTr':ぴに統計的観察 (血圧の変動を中心として)付全編の総括と結論
同大温研報 (24)昭34
162 石橋丸応:温泉医学鉱城に於ける渡紙分析法の研究 (2)油紙クロマトグラフィー による
血液コバ ルトの研究 (3)温泉入浴の血清蛋白分層に及ぼす影響 (付l)ポ蛋白)
岡大温研報 (24)昭34
163 松本欣之:温泉治療効果の遠隔調査成績 日内会誌 47(ll)昭34
三朝温泉で湯治を行った慢性痔病性疾患及び高血圧,動泳硬化症愚者について,その帰宅后
の経過を調査して次の知見を得た.
A 慢性柊痛性疾患
(1)湯治効果は慢性多発性関節炎930/0,変形性脊椎症950/0,五十肩1000/0,老人性膝関節炎
100%等が著効を示し,総体的には98例中78例 (81･2%)に有効であった.
(2)湯治効果発現の時期は74%が湯治中から効果を認め,特に入湯第5-10口頃から効果を
覚えた者が多い.26%は帰宅后,効果発現を認めた.効果の持続期間は現在まで効果が続いて
いると答えた者が全体の43%であった.
(3)入浴回数と湯治効果との関係では,3回/白以下の場合に比べ,3回以上の者に帰宅后効
果が現われたとする者が多い.
(4)湯治日数の長い程湯治中から効果を認める者が多く,無効と答えたのは15日以下の湯治
日数の場合に多かった.
(5)飲泉の併用は,湯治効果に特に影響を及ぼさない様であった.
B 高血圧,動泳硬化症
(1)現在の状態を湯治中と比べて ｢よい｣と答えた人が520/a｢変りなし｣が34?/Oで合計860/0
は現在も良好な状態を保っている.
(2)湯治効果は入湯期間15-28日の場合が最も良い成績を示した.
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(3)血圧は入湯当初180･8/95･3mmHg.であったが,本調査時には156.7/84.7mmHg.と
平均値では下降を示し,最高血圧の変動は有意性を示した.
(4)入湯期間と,血FTIの下降との関係については15-28日の場合に於て最 も著明な下降を示
した.
167 涌谷卓伯,松本欣之,山本泰久:三朝温泉に於ける湯治概況調査
岡大温研報 (24)昭34
168 長谷川安正:雌性性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する研究 同大温研報 (25)昭34
169 森永 寛:高血圧症と動泳硬化症の温泉療法 臨休と研究 36(7)昭34
平均寿命の延長に伴い,高血圧症や動泳硬化症に対する関心が高まって来たし,又温泉湯治
者中には血圧の高いものが多いことから,温泉治療を'Tjう際高血rTに対する注意のゆるがせに
出来ないことを述べ,放射能温泉である三朝温泉入浴の1影響を (1)温泉入浴と血圧 (2)温泉
入浴と血清コレステロ-ル値 (3)温泉入浴と血清蛋fLl分間並びに リポ蛋白分周比.の3点か
ら考察し,更に臨林統計観察から温泉療養には2-4週間を要することを確認し,環境の影響を
含めての温泉療養を他の治療と併用して積極的に高血圧症や動腺硬化症の治療,進んで予防に
応用すべきことを力説した.
170 H.MorinagaandK.Matsumoto:TheRadioactiveThermalBathingandthe
CirculatorySystem (班)
J.ofJapan.Balneo-Climatol.Assoc.23(1)1959.1.
InJuly,1958,weexaminedtheaftercourseofthepatientswithhypertension
and/orarteriosclerosiswhohadhadapatreatmentatMisasaSpafrom April,1955
toMarch,1958.Wehadsentaleterofinquiryabouttheeffectivenessofspa
treatmentto60patients,andreceived38answers.Theresultsareasfolows;
1.Themajorityofpatientshadtheperiodofspatreatmetfrom 1to3weeks.
2.52% ofalthecasesanswered,thattheirbodyconditionsforduringthis
Inquirytime,becamebetterthanthatatthebeginningofthespatherepy,34?/a
unclanged,and140fthecasesbecameworse.
3.Therelationbetweentheperiodofspatreatmentandtheeffectiveness:
Theeffectofspat壬1erapyOnthesubjectivecomplaintswasremarkableinthecases
whichhadaperiodofspatreatmentfrom 2to4weeks.h thecaseswhichhad
aperiodofspatreatmentwithin2weeks,itisthought,that,theperiodtooshort
torevealtheefficacyofhotsprlngbathing.Inthecasesover4weeks,asthe
diseasesweredifficulttoinfluencebyspatreatment,i亡wouldrequlreprolonged
treatment.
4.Comparingthebloodpressureatthebeginningofthespatreatmentthatat
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thisinquiry,themaximalbloodpressuredecreasedfrom 181mmHgto157mmHgon
theaverageandtheminimalpressurefrom95mmHgto85mmHgThefalofthe
maximalbloodpressurewasslgnificant.
5.Atthebeginningofaspatreatment,patientswithamaximalbloodpressure
ofover181mmHgwere310/a;16ト180mmHg,440,'o:andunder160mmHg,250/a:
andatthisinquirytime90/0,280/aand630/orespectively.Thecaseswithanormal
bloodpressureincreasedandthecaseswithhypertensiondecreased afterthespa
treatment.
6.Whentheperiodofspatreatmentwaswithin2weeks,themaximalblood
pressurefelfrom 184mmHgto173mmHgo∫ltheaverage,aldtheperiodover4
weeks,from 180to162.1nthecaseswhichhadaspatreatmentof2-4weeks,
thepressuredecreasedfrom 194mmHgto159mmHgandthefalwasslgnificant
underlo/0.
171 森永 寛:伊太利の泥土療法 日本温泉気候会誌 23(2)昭34
吾が国に於ても九大温研をはじめ各所で泥土療法が漸次盛んに行われており,吾々にも先年
莱,鳥取県東郷池の湖底土,人形峠層の放射性鉱泥を使用して治効をあげていることを報告し
て来た.昨年秋,伊太利の泥土療法の実際を見学する機会に恵まれたのでその概要を紹介して
みたい.
伊太利モンテカチニ温泉で現在行われている泥土療法に用いられる泥土は Mazerations-
fangoであるといわれ,泥灰石に属する Mergelbodenを天然の温泉水中に浸漬して得られ
たものであって,大約400/Oの Silicate,10oAoの Tonerdeを含み,残余は Na-,K一塩,Ca-,
Mg一塩,S,P,C1,Fe等から成っている.比量は2.46,泥灰石の吸着能は63%であって保温
力の勝れていることを示すという.
6ケ月間,温泉水中で浸漬作用を受けた泥土は更に1-2年間保存せられ,11月或いは4-5
月の候にとり出して再び47oCの温泉中に24-30時間浸し,一定の温度を与え使用に供するので
ある.
普通46-7oCで応用するが,亜急性期の痛風には30-33oCで行い,Arthritisankylopoeitica
posttraumaticaや頑固な Phlebitisには48oCで応用する.
実施時問は20分間とするが,室温の低い折や発汗を期待する際は25分間,例外として30分迄
延長することがある.これでも発汗せぬ時は,てん終前に38oC,5分浴をとらせるという.
上述の治療法は4日続けて第5日目には休息をとる.12-15回,従って15-20日で1クール
を終るのである.
慢性婦人科的疾患,肝 ･胆嚢疾患,大腸炎等では全身てん路を行うが,関節疾患や末梢神経
疾患では局所に応用する.リウマチや痛風では半身宛交互に行う.
湯中り症状の発現を治効を得るための主要条件と考えているようである.
172 山本泰久:温泉浴と鉄代謝 (その3)
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日本温泉気候会誌 23(2)昭34
先年来の実験に引続き,次の実験を行った.
1)網内系墨汁墳墓家兎の達浴による血清鉄の変動:墨汁墳塞家兎を入浴群と非入浴群に分
け,血清鉄を測定した.入浴群は血清鉄の減少を示さず,寧ろ1-2週に増加した.正常家兎
の場合と逆の結果であった.
2)連浴と鉄負荷試験:正常家兎に達浴を行い,入浴前,1,2週目に鉄負荷を行った.5分値
-120分値/5分値-前値-減少量/増加量を求めると入浴開始前0.58,1週后0.61,2遇后0.62と
なった.
3)Cortisone及び ACTH,1回注射による血清鉄の変動:正常家兎の血清鉄の低下は墨汁
填塞群より大であった.
4)達浴と肝 ･腎 ･牌に於ける非ヘミン鉄の変動'.白鼠を用い奥野民法によってArJ定した.
肝 ･牌に於いてフェリチン分割鉄は連浴によって増加,ヘモジデリン分割鉄は減少の傾向を示
した.
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温泉に閑しない題目 (講演)
1 渡辺孝三:胆嚢内生姻虫迷入の1例
2 横田 浩,渡辺章三:胃切除時網膜剥離範囲に就いて
中国四国外科笑談会 昭21.1
中国四国外科集談会 昭22.ll
3 外園正純:結核性胸部疾患々者の体温と皮膚反応に就いて
第2回日内会中国四国地方会 昭22.10
4 横田 浩:胃切除后の糖代謝について (Ⅰ)
5 渡辺章三:腸管嚢腫様気腫の1例
6 横田 浩:胃切除后の糖代謝について(Ⅱ)
7 河本宗之:手術后腹水とビタミンK
中国四国外科集談会 昭22.ll
中国四国外科集談回 昭22.ll
第58回岡山医学会 昭23.6
第58回岡山医学会 昭23.6
8 岡本公声.･手術時血圧降下に対する合成ビタカンファ-並びに覚醒アミン剤の効果
国四国外科集談会 昭23.7
9 横田 浩:胃切除后患者の糖代謝について (Ⅱ) 中国四国外科集談会 昭23.7
10 青田作衛:家族性溶血性責症の1例 第3回口内会中国四国地方会 昭23.ll
11 森永 寛:冒,十二指腸演題の圧痛点 第3回口内会中国四国地方会 昭23.ll
12 横田 浩:胃切除后愚者の糖代謝につい (Ⅳ) 中国四国外科集談会 昭23.ll
13 渡辺葺三:2,3外科的疾患に於ける血液プロトロンビン値に就いて
中国四国外科集談会 昭23.ll
14 河本宗之:手術侵襲前后に於ける血液コバルト反応の変動
中国四国外科集談会 昭23.ll
15 横田 浩他3名:肝機能検査法としての血液プロトロンビン凝固時間
日本消化器病学会 昭24.3
16 横田 浩,河本宗之:2,3列科的疾患とチモール溜洩反応 中国四国外科集談会 昭24.6
17 横田 浩,渡辺章三:2,3外科手術前后に於ける血清蛋白質各分割の変動
第59回岡山医学会総会 昭24.6
18 渡辺孝三:プロトロンビン凝固時間を中心とした手術后の肝機能の変遷
第59回岡山医学会総会 昭24.6
19 横田 浩外3名:手術后の早期離床の再検討 第49日本外科学会 昭24.7
20 横田 浩,河本宗之:聯臓横断切除の症例 第49回日本外科学会 昭24.7
21 大畠良雄:高田反応と気温 第4回目内会中国四国地方会 昭24.10
22 音田作衛:鳥取県中部地区に於ける甲状腺腫の頻度
第4回日内会中国四国地方会 昭24.10
23 小野田進:赤血求沈降速度の季節的動揺 第4回日内会中国四国地方会 昭24.10
24 横田 浩,河本宗之:勝臓横断切除の経験に就いて 中国四国外科集談会 昭24.ll
25 横田 浩:農村に於ける肝腫大例に就いて 日本消化器病学会 昭25.3
26 大島良雄:微量金属元素の医学的研究 (1) 第47回日本内科学会講演会 昭25.4
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27 横田 浩他3名:ビ氏第Ⅰ法,第†法広汎胃切除后の2,3の比較
第50回日本外科学会 昭25.4
28 横田 浩:手術前后に於ける血清蛋白の変動殊に之に及ぼす早期離床並びに温泉浴の影響
第50回日本夕棒t学会 昭25.4
29 横田 浩:ビ氏第1法胃切除后の内容の通過状況 第60回岡山医学会 昭25.6
30 大島良雄:コンドロイチン硫酸の医学的作用 (1)
第5回目内会中国四国地方会 昭25.10
31 小野田進,青田作衛:鳥取県中地区に於ける甲状腺腫 (2)
第5回日内会中国四国地方会 昭25.10
32 列園正純.･腰背痛と沢田反応 第5回日内会中国四国地方会 昭25.10
つ つ hrrヨヨ ｢ー ¢Tf-. nfF言jヒ､Fを L .lEコ r1-TE r-ミ一 句午 E r7 r rた1/∠ゝ rIITIヨrTTlBヨ+山七 A 口刀つに 1∩
昭25.ll
昭25.ll
昭25.ll
昭26.4
昭26.4
昭26.4
昭26.6
昭26.6
昭26.6
-甲 26 _ー6.
昭26.6
昭26.6
昭26.6
昭26.7
第23回中国四国夕挿し集談会
第6回山陰外科集談会
第6回山陰列科集談会
第51回日本列科学会
日本消化器病学会
第48回日本内科学会総会
第61回岡山医学会総会
第61回岡山医学会総会
第7回山陰外科集談会
∠ホ■L=1｢告て杯 Irrrr左Ti;EB A や八A
第7回山陰外科集談会
第7回山陰外科集談会
第7回山陰外科集談会
第24回中国出国舛科集談会
34 横田 浩,仲原泰｢F;JR:胃全別出后の空腸漬癌
35 河本宗之:肺刺創
36 岡本公戸:診断困難なりし腹性紫斑病の1例
37 横田 浩:胃切除術后血糖値の消長と愁訴との関係
38 横田 浩:胃切除后貼症状群の吟味
39 大島良雄:コンドロイチン硫酸の医学的作用 (2)
40 岡本公声.･胃切除前后に於ける血清グロス氏反応
41 仲原泰博:早期離床の流血速度への影響
42 岡本公声:癌末期愚者の除痛対策
43 琵 喜 去 声 : 胃 串 管 茄 后 に 禁 ･'lナ 乙 -,t･' Tl ,7 1氏 ,FTi荘 -
44 横田 浩:胃出血と外科
45 滝川 正:小腸重積症
46 仲原泰博:小腸全軸転症
47 横田 浩:胃全別出の一方法について
48 大畠良雄,青田作衛,小野田進,芦沢唆:鳥取県中部地方に於ける甲状昧腰 (3)
第6回日内会中国四国地方会 昭26.10
49 小野田進:嚢胞肺 第6回目内会中国四国地方会 昭26.10
50 滝川 正:穿通性胃十二指腸損傷に関する2,3の観察
第25回中国四国外科集談会 昭26.12
51 滝川 正:尿管移植術 第8回山陰外科笑談会 昭26.12
52 仲原泰博:所謂胆嚢症に於ける胃液酸度に就いて 第8回Ll｣陰外科集談会 昭26.12
53 井崎成彦:胃十二指腸潰疾患者植物神経機能と2,3の症状に就いて
第8回山陰外科集談会 昭26.12
54 横田 浩:代償胃研究の暫見
55 大島良雄:コンドロイチン硫骸の医学的研究 (3)
第8回山陰夕挿l･集談会 昭26.12
第49回日本内科学会総会 昭27.4
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56 横田 浩,滝川 正:右側結腸による代償胃について 日本外科学会総会 昭27.4
57 仲原泰博:所謂胆嚢症の胃液酸度と2,3の症状について
第38回日本消化器病学会 昭27.4
58 滝川 正:吾外科に於ける穿通性潰場について 第38回日本消化器病学会 昭27.4
59 福間武男:吾外科に於ける内臓麻酔について 第62回岡山医学会総会 昭27.6
60 横田 浩:右側結腸による代償胃形成手術並びにそのレ線所見
第62回岡山医学会総会 昭27.6
61 井崎成彦:胃疾患の月別統計と潰癌の周期性 第26回中国四国外科集談会 昭27.6
62 仲原泰博:術后の疲労反応と早期離床及び温泉浴の影響
第26回中国四国夕挿し集談会 昭27.6
63 福間武男:術后消化性潰癌の2例 第26回中国四国二外科集談会 昭27.6
64 青田作衛:鳥取県中部地方に於ける甲状腺腫について (4)
第7回日本内科学会中国四国地方会 昭27.10
65 横田剛男:胆嚢症266例の統計的観察 第7回日本内科学会中国四国地方会 昭27.10
66 外囲正純:胸やけについて 第7回日本内科学会中国四国地方会 昭27.10
67 岸田専蔵,横田 浩:結腸一次的切除について 発27回中国四国外科集談会 昭27.12
68 福間武男:胃癌穿孔の-治験例 第27回中国四国夕挿[集談会 昭27.12
69 仲原泰博:吾外科に於ける胆嚢創出術 第10回山陰夕挿し集談会 昭27.12
70 岸田専蔵:吾外科に於ける急性穿孔性潰癌 第10回山陰外科集談会 昭27.12
71 井崎成彦:出血性胃十二指腸潰癌について 第10回山陰外科集談会 昭27.12
72 大島良雄,上田良雄:結合組織成分の医学的研究 (4) 第50回日本内科学会総会 昭28.4
73 岸田専蔵:コンドロイチン硫酸の医学的研究 (4)S35でlabelしたコンドロイチン硫酸ナト
リウムの体内分布に就いて 第63回岡山医学会総会 昭28.6
74 青田作衛:家族性溶血性責症の追加症例 第8回日内会中国四国地方会 昭28.ll
75 田中艮冠,岡田俊郎:産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察
日本産婦人科学会鳥取県地方部会集談会 昭28.ll
76 田中良意:皮膚移植による腔術の1例 第23回同大産婦人科教室同門会総会 昭29.5
77 仲原泰博,福間武男:散弾80数発による胸部銃創肺損傷の-治験例
第14回山陰外科整形外科集談会 昭29.ll
78 仲原泰博,泉 友囲:脊髄腫癌の2例 第14回山陰外科整形外科集談会 昭29.ll
79 森永 寛,岸田専蔵:所謂 リウマチの貧血について (予報)
第20回日本温泉気候学会総会 昭30.4
80 田中良憲,細川陸海:子癖前症,心臓弁膜症,肺水腫,梅毒を合併せる1例
第24回岡大産婦人科教室同門会総会 昭30.5
81 田中良憲,長谷川安正:ヒアルロニダーゼの子宮頚内注射について
第24回岡大産婦人科教室同門会総会 昭30.5
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82 仲原泰博:農村民の腰背痛 第469回岡山医学会通常例会 昭30.6
83 森永 寛:リウマチの臨林的研究 第469回岡山医学会通常例会 昭30.6
84 仲原泰博,泉 友田:背髄圧迫骨折と腹痛
第30回中国四国外科学会,第15軌 rl陰外科整形夕挿卜集談会 昭30.7
85 涌谷卓伯:抗結核剤とソ-ン ･テスト 第6回目結病会中国四国地方会 昭30.10
86 仲原泰博.泉 友田:慢性関節 リウマチに対するハイドロコ-チゾン関節注入療法の経
験 第16回山陰夕挿し整形夕挿t集談会 昭30.ll
87 仲原泰博,泉 友田:骨折観血的治療経験 第16回山陰外科整形外科集談会 昭30.ll
88 仲原泰博,泉 友田:潰癌穿孔性腹膜炎の一次的胃切除治験例
第16回山陰外科整形夕挿し集談会 昭30.ll
89 森永 寛,仲原泰博:臨林の立場から 第2回岡山リウマチ講演会 昭30.12
90 仲原泰博,泉 友田:関節 リウマチのハイドロコ-チゾン関注療法の経験
第21回日本温泉気候学会総会 昭31.4
91 石井 沌:閉鎖循環麻酔の経験 第25回岡大産婦人科教室同門会総会 昭31.4
92 田中艮憲:悪阻と血清銅及びビタミンB6 第25回同大産婦人科教室同門会総会 昭31.4
93 泉 友田,仲原泰博:噴門痘撃症手術治験 第17回山陰外科整形外科集談会 昭31.7
94 泉 友囲,仲原泰｢酎 十二指腸憩室手術治験 第17回山陰外科整形夕用汁集談会 昭31.7
95 森永 寛,山本泰久:リウマチの臨休的研究 (その2)
第11回日本内科学会中国四国地方会 昭31.10
96 仲原泰博,泉 友田:術后腸管癒着症の数例に就いて
第18回山陰列科整形外科集談会 昭31.12
97 仲原泰博:所謂関節 リウマチに対するメチコルテン関注療法の経験
第18回山陰列科整形夕､陣懐 談会,第472回岡山医学会通用例会 昭31.12
98 仲原泰博,泉 友田:手指列傷の治療経験 第18回山陰外科整形列科集談会 昭31.12
99 森永 寛,泉 友田,山本泰久:胃ポ.)-プの1例 第66回岡山医学会総会 昭32.2
100 仲原泰博,泉 友田:所謂関節 リウマチに対するプレドニソロン関注療法の経験
第22回日本温泉気候学会総会 昭32.4
101 森永 寛,山本泰久,泉 友田:リウマチの臨林的研究 (2)
第22回日本温泉気候学会総会 昭32.4
102 仲原泰博,泉 友田:著明な逆流を示した総胆管十二指腸吻合術の1例
第19回山陰外科整形夕棒[集談会 昭32.6
103 仲原泰博,泉 友田:胃ポリ-プ 第19回山陰夕挿し整形夕挿r集談会 昭32.6
104 仲原泰博,泉 友田:所謂関節 リウマチの治療経験
第32回中国四国列科会 田32.7
105 石橋丸応:血清鉄の臆紙電気泳動法並びに滅紙クロマトグラフィー による研究
第12回日本内科学会中岡四国地方会 昭32.10
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106 森永 寛:ウラン採鉱に伴う放射能障碍について (1)
第12回日本内科学会中国四国地方会 昭32.10
107 松本欣之:Agammaglobulinemiaの1例 第67回岡山医学会総会 昭33.2
108 石僑丸応:血液コバルトの一新定量法 第67回岡山医学会総会 昭33.2
第20回日本血液学会 昭33.3
109 森永 寛:ウラン鉱山坑道内作業人の身体検査成績について
第23回日本温泉気候学会総会 昭33.5
110 森永 寛:リウマチ性疾患の Butazolidin療法について
第23回日本温泉気候学会総会 昭33.5
111 仲原泰博,泉 友田:慢性多発性関節 リウマチに対する滑液膜切除術の経験
第23回日本温泉気候学会総会 昭33.5
112 森永 寛,山本泰久:関節 リウマチの貧血に関する研究
第2回日本 リウマチ協会総会 昭33.6
113 石橋丸応:血液コバルトに関する研究 (第2報)
第13回日本内科学会中国四国地方会 昭33.10
114 高田超商:リウマチ性疾患のブタゾリジン治療にって 第68回岡山医学会総会 昭34.2
115 仲原泰博,泉 友園:リウマチ様関節炎の関節水腫治療経験
第24回日本温泉気候学会総会 昭34.4
116 森永 寛:リウマチ性疾患のブタゾリジン治療について
第3回日本 リウマチ協会総会 昭34.6
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温泉に関しない塩目 (論文)
1 横田 浩:胃切除時網膜剥離範囲に就いての所感 臨林外科 3(8)昭23
2 大島良雄:血清高田反応と気温 医学と生物学 14(2)昭24
3 横田 浩,河本宗之:夕挿し領域に於ける血清コバ ル ト反応 臨林夕挿斗 1(10)昭24
4 横町 浩:田虫の俸胆管系迷入に就いて 日本本医事新報 (1290)昭24
5 横田 浩:胃切除后慮者の過血糖症状に就いて 日本医事新報 (1330)昭24
6 横田 浩:鯛虫胆管系迷入の臨林手術 3(7)昭24
7 横田 浩,渡辺章三,岡本公戸:肝機能障碍指標としてのプロトロンビン法の価値
日本外科学会雑誌 50 昭24
8 横田 浩,岡本公戸:原因不明の胆道内出血例の経験 手術 4(4)昭25
9 横田 浩:肺臓に癒着穿通浸潤のある潰癌や胃癌の診断と Staub効果
夕挿ト12(4)昭25
10 横田 浩:手術后の早期離床 列科 12 昭25
11 横田 浩,河本宗之:胃手術時牌に加えた侵襲殊に肺臓横断切除の経験
手術 4(7)昭25
12 岡本公芦:灸擬症より発生せる皮膚癌に就いて 医学 8(5)昭25
13 横田 浩･'術后消化性潰癌 臨林列科腹部列科特集号 昭25
14 苫田作衛,大竹知正:斑状歯と地方病性甲状腺腫の関係 歯科学雑誌 7(10)昭25
15 河本宗之:夕挿l領域に於ける血清並びに血祭蛋白に関する臨林的研究 (1)各種疾患の血
清蛋白分割値 その手術前后の変動並びに循環血祭蛋白分割について
(2)手術后の早期離床の血清蛋白各分割並びに循環血液量,循環血祭量,循環
蛋日量に及ぼす影響
(3)手術后の血清並びに血衆蛋白の変動に及ぼす温泉浴の影響
岡山医雑誌 63(5)昭26
16 横田 浩:右側結腸代用新胃形成による冒全易把i術 手術 6(2)昭27
17 大島良雄,横田剛男:コンドロイチン硫酸の医学的研究 (2) 岡大温研報 (7)昭27
18 岡本公声:術前后に於ける肝機能の消長並びに之に及ぼす早期離珠,温泉浴の影響に関す
る研究
(1)2,3夕挿し手術前后に於ける肝機能の消長
(2)早期離床の影響
19 横田 浩,滝川 正:穿通性胃十二指腸漬癌について
20 仲原泰博,滝川 正:絞振性イレウスの2例
21 大島良雄,上田良雄:血清 Mucoprotein含有量
22 大島良雄:神経痛の治療方針
23 音田作衛:鳥取県中部地方に於ける甲状腺腫について (3)
岡山医雑誌 65(1)昭27
臨林医学 37(5)昭27
列利一14(ll)昭27
同大温研報 (8)昭27
診断と治療 40(9)昭27
岡大温研報 (9)昭28
70
24 列園正純:胸やけについて
25 小野田進:赤血球沈降速度の季節的動揺
26 外囲正純:腰背痛と沢田反応
27 小野田進:嚢胞肺の1例
28 音田作衛:家族性溶血性責症の1例
同大温研報 (9)昭28
岡大温研報 (ll)昭28
岡大温研報 (ll)旧28
岡大温研報 (ll)昭28
岡大温研報 (ll)昭28
29 岸田専蔵:コンドロイチン硫酸の医学的研究 (4)S35でlabelしたコンドロイチン硫慨ナト
リウムの体内分布について 岡大温研報 (12)昭28
30 苫田作衛:家族性潜血性黄症の追加症例 岡大温研報 (12)昭28
31 苫田作衛,岸田専蔵:慢性 Folidol中毒と思われた2例 岡大温研報 (13)昭28
32 森永 寛:農村民の医学的研究 (1)農村に於ける鈎虫症の臨林統計的観察 (2)岡山県西
南部2-3の農村に於ける甲状腺腫の腫大慶と頻度について
岡大温研報 (14)昭29
33 泉 友田:リウマチとThorn氏テスト 岡大温研報 (15)昭30
34 細川陸海:未分化旺細胞腫摘出后視力障碍を来した1例 産婦人科の実際 46 個30
35 森永 寛:所謂 リウマチの貧血について (予報) 日本温泉気候会誌 19(3)昭31
1)リウマチに伴 う貧血は,書々の取扱った20例 (女)についてみると,赤血球数 (381土32)
×104mm,血色素量76土5.8yo(ザ-リ-),色素指数-1.0であった.
2) リウマチ患者血清中には,家兎の赤血球数並に血色素量及び網状赤血球数を減少せしめる
催貧血性物質の存在することを認めた.
3)リウマチ患者の血清高田氏反応は55%に陽性であった.
4)リウマチ患者の胃液酸度は滅酸乃至無酸症が多かった (57%).
5)リウマチ患者の高血糖消却過程に障得の存在することを証明した.
以上の所見からリウマチ貧血の本態は肝との関連に於て追求すべきであろうと考える.
36 岸田専蔵:リウマチ患者血清の催貧血作用について 同大温研報 (16)昭31
37 森永 寛:胃液酸度の季節的変動 岡大温研報 (16)昭31
38 森永 寛:リウマチ臨林的研究 (その1) 同大温研報 (16)昭31
リウマチの臨林 整形外科の進歩 (第1集) 南江堂 昭32
39 仲原泰博,児玉俊夫,志田原広太郎:副腎皮質ホルモンの整形外科領域に於ける使用法
日本臨林 14 昭31
40 仲原泰博,泉 友田:関節 リウマチ,変形性関節症に対するハイドロコーチゾン関注及び
温泉療法の経験 岡大温研報 (17)昭31
41 松本欣之,信岡於兎彦:ランプリア症の3例 岡大温研報 (17)閏31
42 田中良憲,細川陸海,岡田俊郎:妊娠中毒症性浮腫に対するテオハルンの効果
中外医薬 9 昭31
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43 田中良憲,長谷川安正:ヒア)L/ロニダーゼの子宮頚内注射について
実験治療 (290)昭31
44 田中艮憲:悪阻のビタミンB6静注療法について 実験治療 (295)昭31
45 仲原泰博:ハイドロコーチゾン関注療法 リウマチの館林 南江堂 昭32
46 仲原泰博,泉 友因:所謂関節 リウマチに対するプレドニソロン関注療法の経験
日本温泉気候学会誌 21(1)昭32
所謂関節 リウマチに対しプレドニソロンであるメチコルチン関注療法を施行 し以下の成績を
得た.
1.メチコルチン関注量はハイドロコ-デノ､ンの1/4-1/2を注入したが治療効果は ｢ハ｣ と劣
らなかった.
2.児玉教授の関節炎分数法による診断別では (222)は他の (111)(121)(221)に比し治療
効果が劣 り ｢ハ｣関注と同債向である.
3. ｢メ｣関注による副作用は上記量では殆んど認めない.
4.同量 (25mg)の ｢メ｣,｢ハ｣を し222)の5例宛膝関注比較すれば有効期間,他関節への
好雄響共に ｢メ｣は ｢ハ｣の約2倍の効果を得,好酸球減少 も ｢メ｣に著明であった.
5. ｢メ｣関注を主 とし ｢ハ｣を Placeboとして開注し,温泉療法を併用した6例の6ケ月
以上の治療効果及び経過の概略を述べ,｢メ｣及び ｢ハ｣の毎月関注量を徐々に減少し局所症状
及び全身症状共好転を認めた.
47 森永 寛,山本泰久,泉 友田:リウマチの監林的研究 (その2)
日本温泉気候会誌 21(1)昭32
前報告で, リウマチ貧血は,正色素性貧血で,リウマチ患者血清中に健貧血物質の存在する
こと,又患者の過半数に肝障碍の認められることを述べた.今回はその后の研究成績である.
(1)血清鉄量;健人吉 (14例)の平均は123γO,'o(990,6の信頼限界134-112γo/o),早 (14例)の
平均は98γ% (99%信限114-82γ%,5%棄却限界141-55γ%)で関節 リウマチ29例中20例 (69
%)はこの下限以下であった.坐骨神経痛では正常値を示 した.
(2)経口的鉄負荷試験;1g還元鉄を経口的に負荷すると,血清鉄曲線は健人にくらべ低いカー
ブのものが多かった.
(3)静豚内鉄負荷試験;関節 リウマチ7例の金鉄結合能の平均は286γ%で時々正常 (295γ%)
であるが,不飽和鉄結合能は228γ% (正常209γ%)で梢々犬,又減少量は70γ% (正常106γ%)
で小さく,従って生体内に於ける鉄の利用不全が考えられる.
(4)関節 リウマチの骨髄像は著変がなかった.
(5)インスリン感性試験;リウマチでは同化率,インスリン感性指数,下降指数等何れも正常
にくらべ低下していた.
(6)血清蛋白分層では, リウマチは Albuminの減少と γ-Globulinの増加が認められた.
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48 森永 寛,泉 友囲,山本泰久:胃ポリー プの1列 岡山医誌 70(5)別巻 昭33
64才,男子で,左上 ･下肢の運動障碍を主訴として,温泉治療のため入院中,一般検査で無
酸症を証明したので精査の結果,胃ポリー プと診定,手術によって確かめ得た1例をのべた.
ポリー プは胃洞部後壁に在って1は有茎,他は無茎で何れも小指頭大,組織学的検査で悪性化
の像を認め得なかった.温泉研究所夕挿rで昭和21.7-昭和31.12の10年5ケ月間に取扱った胃
別出例 (637例)の0.160/Oに当る.
49 森永 寛:ウラン鉱山坑道内作業人の身体検査成績について
日本温泉気候会誌 22(2)昭33
原子力の開発に必要な核燃料物質特にウラン資源の探査がすゝむにつれて,それに伴う放射
能障宿が関心を持たれるようになった.1昨年10月,鳥取県小鴨鉱山や人形峠鉱山に探鉱のた
めの坑道の試掘が行われ,吾々はその従業員の健康管理を実施しているが,今回は1昨年11月
以降凡そ1ヶ年問の検査事項を検討した.
対象となった作業人は,小鴨鉱山50名,人形峠鉱山71名,計121名である.
ウラン鉱山で問題となる放射性物質は主にラドン及びラヂウムA,C′でその壊変によって生
ずるα線が問題となると云われているが,人形峠 ･小鴨鉱山坑道内空気のラドン濃度は梅本氏
によると最高140×10~10C/L.であった.
小鴨鉱山作業人17名について経過を観察したが,末栴血液像に何れも正常範囲内の動揺であ
った.
血沈値,血圧,肺活量,血清蛋白量,高田氏反応等も変化はなかった.
現在までのところ,作業人の検査成績に異常は認められなかった.
50 森永 寛:リウマチ性疾患の Butazolidin療法について
日本温泉気候会誌 22(2)昭33
昭和32年5月から本年4月迄1ヶ年問に関節 リウマチ24例を含む43例にButazolidin療法を
行った.24例中入院治療した19例の使用日数は4-150日,平均44日,使用量は1.4-25.0g.辛
均1症例当り8.1g.であった.
鎮痛効果:82%にみられた.
解熱効果:90%にみられた.
血圧 ･尿蛋白･尿ウロビリノーゲンに著変をみなかった.
血沈に認むべき変動を与えなかった.
指関節の腫脹:Wheatsbeaf氏指輪法で測定したが,全身的には水分貯油の傾向を認めた
症例でも,指関節部では寧ろ有意の減少を示した.
血液像に及ぼす影響:特記すべき変化をみなかった.
以上の成績からButazolidinはすぐれた抗リウマチ剤であることがわかる.否々は温泉療
法を中心とした各種治療法を併用してリウマチ性疾患に効果をあげている.
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51 仲原泰博,泉 友園:慢性多発性関節リウマチに対する滑液膜切除術の経験 (腰前方関節
嚢全摘術 (蘇)) 日本温泉気候会誌 22(2)昭33
(1)4-12ケ月に亘る Hydrocortisone又はPredonisolone関注,温泉療法,全身療法にも頑
固に抵抗する Polyarthritissystemicachronica5例の水腫著明,関節液潤洩顕著,関節嚢
の肥厚著明で,柊痛軽快せず,運動制限増悪し,歩行能力低下せる5膝関節に対し膝前方関節
嚢全摘術 (蘇)を施行し,術后 1年前后に亘り経過観察せる成績を報告した.
(2)手術膝関節のリウマチ症状は著明に消越し機能恢復は良好であり,一万他関節の症状全身
症状の悪化は認めず,むしろ軽快の兆を認めた.
52 石橋丸応:血液コバルトに餌する研究 (第2報) 日内会誌 47(ll)昭34
第20回日本血液病学会に於て血清コバルトの新定量法を報告した.それ以后の成績を述べる.
血液コバルトの日内変動を健常人4名について行った成績は午前10時1.05,年后1時1.1,
年后5時1.05γ/100m16で殆んど変化はみられなかった.健常人8例の1-5日間の測定でも
著変はなかった.健常人5名に C0-gluconate0.1g(Co十十:12mg)V.C散1.0gを仝時に食
后投与し,節,1,3,6時間に血液コバルトを調べると前0.82,1時間4.36,3時間7.86,6時
間3.28り100m1.で3時間で最高値を示した.空腹時服用実験は食后にくらべ低値であった.
ChocolaB-Fe16錠 (Co++12mg)でも同様であった.
正常家兎の血液コバ)i,卜は0･5-3.3r/100ml.平均1.98r/100m1.で人より高値であった.
53 山本泰久:関節 リウマチの貧血に関する研究 (1)関節 リウマチ患者の血液像,肝機能,
血清蛋白像並びに胃液酸度について 同大温研報 (25)昭34
